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柔道部
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君（写真左から 4 番目）（経済 3 年）が 2 年連続で選ばれている。
　2020年東京オリンピック代表入りを目指し、母校において今最
も世界に近いところで頑張っている部会である。
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ご挨拶

　

院
友
経
済
会
は
國
學
院
大
學
の
経
済
学
部
卒

業
生
の
親
睦
団
体
で
す
。
会
の
目
的
は
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
は
か
り
、
さ
ら
に
母
校
の
発
展

の
た
め
に
協
力
す
る
事
で
す
。

　

平
成
29
年
度
の
総
会
は
、
平
成
29
年
11
月
18

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
の
事
業

報
告
と
平
成
30
年
度
の
事
業
計
画
並
び
に
予
算

案
を
承
認
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
理
事
の

改
選
期
と
な
り
、
新
た
に
7
名
の
理
事
を
選
任

し
、
役
員
人
事
も
新
た
に
鍋
田
英
彦
理
事
に
副

会
長
に
就
任
し
て
頂
く
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
卒
業
生
が
経
済
学
部
学
生
に
伝
え

る
就
活
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
「
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
題
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
に
は
、
元
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
・

渡
辺
俊
介
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
ご
存
じ

の
と
お
り
渡
辺
俊
介
さ
ん
は
、
球
界
を
代
表
す

る
技
巧
派
ア
ン
ダ
ー
ス
ロ
ー
投
手
と
し
て
、
２

０
０
０
年
の
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

さ
れ
、
そ
の
後
プ
ロ
野
球
に
入
っ
て
も
２
０
０

６
年
と
、
２
０
０
９
年
の
「
Ｗ
Ｂ
Ｃ
」
に
出
場

さ
れ
ま
し
た
。
学
生
時
代
か
ら
プ
ロ
野
球
、
ア

メ
リ
カ
や
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
の
プ
レ
イ
経
験
な

ど
、
面
白
い
ト
ー
ク
は
1
時
間
半
で
は
足
り
な

い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
聞
き
手
は
我
々
の
先

輩
で
あ
る
、
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・

宮
田
統
樹
さ
ん
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
懇
親
会
に
も
多
く
の
会
員
が
出
席

し
て
く
だ
さ
り
、
業
種
を
超
え
て
の
懇
親
を
図

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
も
う
1
つ
の
大
き
な
目
的
は
学
生

支
援
事
業
で
す
。
母
校
の
学
生
で
大
規
模
災
害

に
遭
遇
し
苦
労
を
強
い
ら
れ
て
い
る
学
生
諸
君

に
、
奨
学
寄
付
金
と
し
て
寄
付
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
学
会
懸
賞
論
文
や
課
題
解
決
型

授
業
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大

会
で
の
優
秀
チ
ー
ム
の
表
彰
な
ど
の
活
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

ご
挨
拶

院
友
経
済
会
会
長　

大
塚　

勤
（
74
期
）

会長挨拶

大
塚
　
勤

（O
T

SU
K

A
, T

sutom
u

）

74
期
政
経

昭
和
19
年
1
月
生
ま
れ
、
國
學
院
大
學
政
経
学
部
卒
業

元
・
徳
間
書
店
取
締
役
・
映
像
事
業
局
長
、
海
外
事

業
局
長

元
・
徳
間
デ
ジ
タ
ル
放
送
・
代
表
取
締
役

元
・
ス
ー
パ
ー
デ
ジ
タ
ル
放
送
・
代
表
取
締
役

株
式
会
社
エ
イ
ア
ン
ド
ジ
ー
・
顧
問
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

株
式
会
社
東
芸
ブ
レ
イ
ン
・
顧
問

　
（
趣
味
）　

ゴ
ル
フ
、
映
画
鑑
賞

懸賞論文最優秀賞の安達圭音さん（中央）、大塚会長（右）、橋元学部長（左）との記念撮影　2018.1.23
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院友経済会・近年の活動内容会長挨拶

院友経済会・近年の活動内容

H28

11 ／ 26（土） ・平成29年度第１回理事会（母校0505大学院演習室）
・母校に対し大規模災害被災学生への支援として「奨学寄附金」10万円を寄付

12 ／ 3 （土）
・院友経済会発足60周年、経済学部開設50周年記念祝賀会を開催
・祝賀会内で基礎演習（PBL）プレゼンテーション大会優秀チームに院友経済会特別賞とし

て表彰状と賞金を贈呈（母校5号館アリーナ）

H29

2 ／ 25（土） ・平成29年度第2回理事会（母校0505大学院演習室）

3 ／ 19（日） ・平成28年度卒業式（グランドプリンスホテル新高輪“飛天の間”）及び卒業祝賀会（母校
渋谷キャンパス）に出席

5 ／ 27（土） ・院友会全国支部長総会に会長出席

6 ／ 3 （土） ・平成29年度第3回理事会（母校0505大学院演習室）

7 ／ 8 （土） ・平成29年度第4回理事会（母校0505大学院演習室）

10 ／ 21（土） ・母校ホームカミングデー・院友大会に参加

10 ／ 28（土） ・平成29年度第5回理事会（母校0505大学院演習室）

11 ／ 18（土）

・平成29年度定例総会（2103教室）詳細はP24参照
・絆プロジェクト＊（学部合同）
・スペシャルトークショー（2104教室）詳細はP18参照
・懇親会（学部合同）（有栖川宮記念ホール）

11 ／ 29（水） ・PBLプレゼンテーション大会に審査員として出席し、併せて院友経済会特別賞を贈呈。

12 ／ 2 （土） ・平成30年度第1回理事会（母校0505大学院演習室）

H30

1 ／ 23（火）
・母校に対し大規模災害被災学生への支援として「奨学寄附金」10万円を寄付
・平成29年度経済学会主催懸賞論文受賞者表彰式に出席。会長より最優秀賞、優秀賞の学生

に表彰状と褒賞金を贈呈。

2 ／ 17（土） ・平成30年度第2回理事会（母校会議室01）

3 ／ 18（日） ・平成29年度卒業式（グランドプリンスホテル新高輪“飛天の間”）及び卒業祝賀会（母校
渋谷キャンパス）に出席

＊絆プロジェクト
経済学部在学生で組織された「学生委員会」が主に企画し、開催しました。在学生へのキャリア支援の一環として、社会の
第一線で活躍されている若手の OB を招き、学生の就活へのアドヴァイスと熱いエールを送っていただくという企画です。
院友経済会も会場に加わり、交流をしました。

絆プロジェクト学生委員会の皆さんと根岸副学部長（当会理事）
2017.11.18

PBLプレゼンテーション大会 院友経済会特別賞の表彰
（右は鍋田副会長）2017.11.29
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日
頃
よ
り
、
卒
業
生
の
み
な
さ
ま
、
院
友
経

済
会
役
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、
経
済
学
部
へ
の

多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
、
深
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
度
も
1
年
生
の「
基
礎
演
習
Ｂ
」

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
決
勝
大
会
に
院
友
経
済

会
の
役
員
の
み
な
さ
ま
が
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た

上
に
、院
友
経
済
会
会
長
賞
を
授
与
い
た
だ
き
、

か
つ
有
用
な
学
生
た
ち
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
経
済
学
会
懸
賞
論

文
で
も
特
別
賞
を
表
彰
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今

年
度
は
新
た
に
、
院
友
経
済
会
懇
親
会
の
場
で

現
役
3
年
生
が
卒
業
生
か
ら
進
路
選
択
や
就
職

活
動
へ
の
助
言
を
得
ら
れ
る
機
会
を
お
つ
く
り

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
学
生
の
学
び
を
励
ま
し
支

援
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
こ
と
に
、
重
ね
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
、経
済
学
部
は
開
設
50
年
目
を
迎
え
、

院
友
経
済
会
と
と
も
に
祝
賀
会
を
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
く
な
ど
、大
き
な
節
目
と
な
り
ま
し
た
。

51
年
目
の
今
年
度
は
、
新
し
い
時
代
の
中
で
求

め
ら
れ
る
経
済
学
部
へ
と
進
化
を
遂
げ
る
べ
く

歩
み
を
始
め
ま
し
た
。
か
つ
て
の
日
本
と
は
様

変
わ
り
し
た
経
済
社
会
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の

人
材
に
求
め
ら
れ
る
能
力
は
従
来
と
は
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
歴
史
や
過
去
の
経
験
か
ら

だ
け
で
は
容
易
に
解
決
策
を
打
ち
出
せ
な
い
不

確
実
な
条
件
や
環
境
が
広
が
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
基
礎
学
力
や
論
理
的
思
考
力
な
ど
大
学
入

学
ま
で
に
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
最
低
限
の
学

び
さ
え
不
十
分
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
近
年

の
学
生
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
向
き

合
い
、
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
時
代
を
生
き
る
学
生
が

学
び
身
に
付
け
る
べ
き
も
の
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
を
明
確
に
し
、
授
業
改
善
を
は
じ
め

学
部
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
自
ら

の
可
能
性
を
信
じ
、
希
望
す
る
将
来
の
実
現
を

目
指
し
て
自
覚
的
主
体
的
に
大
学
で
の
学
び
に

取
り
組
み
、
学
生
が
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
生

が
そ
の
よ
う
な
学
び
の
場
と
実
感
で
き
る
よ
う

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
学
び
方
が
で
き
る
経
済
学

部
へ
と
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
6
～
7
月
に
國
學
院
大
學
卒
業
生
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
國
學
院

大
學
で
の
学
び
が
、
卒
業
後
ど
の
よ
う
に
活
き

て
い
る
か
を
検
証
す
る
目
的
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
18
年
度
、
23
年
度
、
25
年
度
、
26
年

度
の
卒
業
生
7 

8 

4 

2
名
に
配
布
し
、
9 

0 

2

名
か
ら
回
答
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
（
回

経
済
学
部
長
挨
拶

國
學
院
大
學
経
済
学
部
長　

橋
元　

秀
一

経済学部長挨拶学部長挨拶

PBLプレゼンテーション大会（H29.11.29）
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ち
ら
か
と
い
え
ば
活
か
さ
れ
て

い
る
」
と
回
答
し
た
の
は
、
外

国
語
や
神
道
を
除
く
教
養
科
目

に
つ
い
て
は
全
学
部
計
が
40
・

0
％
、
経
済
学
部
25
・
2
％
、

専
門
科
目
に
つ
い
て
は
全
学
部

計
が
50
・
3
％
、
経
済
学
部
47
・

4
％
、
演
習
・
実
習
に
つ
い
て

は
全
学
部
計
が
41
・
7
％
、
経

済
学
部
24
・
5
％
、
卒
業
論
文
・

ゼ
ミ
活
動
に
つ
い
て
は
全
学
部

計
が
41
・
1
％
、
経
済
学
部
34
・

8
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
総
じ

て
経
済
学
部
卒
業
生
は
全
学
平

均
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。学

生
時
代
に
「
大
い
に
身
に

つ
い
た
」「
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
身
に
つ
い
た
」
と
回
答
し
た

人
は
、
基
礎
的
な
教
養
・
知
識
に
つ
い
て
は
全

学
部
計
が
63
・
9
％
、
経
済
学
部
58
・
5
％
、
専

門
的
知
識
に
つ
い
て
は
全
学
部
計
が
62
・
2
％
、

経
済
学
部
49
・
6
％
、
課
題
解
決
能
力
に
つ
い

て
は
全
学
部
計
が
46
・
6
％
、
経
済
学
部
43
・
0

％
、
討
議
・
議
論
能
力
に
つ
い
て
は
全
学
部
計

が
50
・
1
％
、
経
済
学
部
39
・
2
％
、
分
析
・
研

究
能
力
に
つ
い
て
は
全
学
部
計
が
48
・
5
％
、

経
済
学
部
37
・
8
％
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
に
つ
い
て
は
全
学
部
計
が
37
・
7
％
、
経

済
学
部
37
・
0
％
で
し
た
。「
在
学
時
に
身
に
つ

収
率
11
・
5
％
）。
経
済
学
部
卒
業
生
は
1 

3 

5

名
が
回
答
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
（
回
収
率

6
・
7
％
）。
こ
の
調
査
結
果
を
簡
単
に
ご
紹
介

し
、
卒
業
生
が
大
学
で
の
学
び
を
ど
の
よ
う
に

感
じ
て
い
る
の
か
を
踏
ま
え
、
経
済
学
部
の
今

後
に
と
っ
て
の
課
題
を
考
え
る
一
助
に
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。

「
学
生
時
代
に
学
修
し
た
こ
と
や
取
り
組
ん

だ
こ
と
は
、
現
在
の
社
会
人
生
活
の
中
で
ど
の

程
度
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
に

対
し
て
、「
と
て
も
よ
く
活
か
さ
れ
て
い
る
」「
ど

経済学部長挨拶学部長挨拶

け
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
思
う
知
識
や
能
力

に
つ
い
て
経
済
学
部
卒
業
生
が
あ
げ
た
も
の

は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
41
・
5
％
、

討
議
・
議
論
能
力
34
・
1
％
、
課
題
解
決
能
力

24
・
4
％
、分
析
・
研
究
能
力
22
・
2
％
で
す
。「
身

に
つ
い
た
」
と
す
る
割
合
と
「
身
に
つ
け
て
お

け
ば
よ
か
っ
た
」
の
割
合
を
比
較
し
た
場
合
、

「
身
に
つ
い
た
」
と
す
る
割
合
の
方
が
多
い
の

は
討
議
・
議
論
能
力
、
課
題
解
決
能
力
、
分
析
・

研
究
能
力
、「
身
に
つ
け
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」

と
す
る
割
合
の
方
が
多
い
の
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
能
力
は
相
互
に

深
く
関
連
し
て
い
る
の
で
、
単

純
に
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い

の
で
す
が
、
他
者
に
伝
え
る
力

の
不
足
を
感
じ
て
い
る
卒
業
生

が
多
い
よ
う
で
す
。

学
生
時
代
に
身
に
つ
い
た
と

思
う
能
力
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。「
学
生
時
代
に
身
に
つ
い

た
と
思
う
能
力
と
し
て
、
以
下

の
項
目
は
ど
の
程
度
当
て
は
ま

り
ま
す
か
。」
と
い
う
問
い
に

対
し
て
、「
よ
く
当
て
は
ま
る
」

ま
た
は
「
当
て
は
ま
る
」
の
回

答
を
合
わ
せ
た
割
合
を
「
学
生

時
代
に
身
に
つ
い
た
と
思
う
能

力
」を
示
す
割
合
と
見
な
す
と
、

次
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

情
報
収
集
力
に
つ
い
て
見
る
と
、「
様
々
な

情
報
の
特
性
が
理
解
で
き
る
」
全
学
部
計
が

38
・
3
％
、
経
済
学
部
32
・
6
％
、「
課
題
に
応

じ
て
、
ど
の
よ
う
な
情
報
を
収
集
す
べ
き
か
判

断
で
き
る
」
全
学
部
計
が
44
・
6
％
、
経
済
学

部
45
・
3
％
、「
収
集
し
た
情
報
の
信
頼
性
を
適

切
に
判
断
で
き
る
」
全
学
部
計
が
43
・
3
％
、

経
済
学
部
35
・
6
％
で
し
た
。
情
報
分
析
力
に

つ
い
て
は
、「
図
表
か
ら
、
的
確
に
そ
の
内
容

を
読
み
取
れ
る
」
全
学
部
計
が
34
・
4
％
、
経

PBLプレゼンテーション大会（H29.11.29）

PBLプレゼンテーション大会（H29.11.29）
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済
学
部
31
・
8
％
、「
文
章
か
ら
、
的
確
に
そ
の

内
容
を
捉
え
ら
れ
る
」
全
学
部
計
が
50
・
1
％
、

経
済
学
部
38
・
5
％
、「
図
表
や
文
章
か
ら
読
み

取
っ
た
内
容
を
、
論
理
的
に
整
理
で
き
る
」
全

学
部
計
が
38
・
9
％
、
経
済
学
部
29
・
6
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
課
題
発
見
力
の
面
で
は
、「
様
々

な
観
点
か
ら
現
状
を
捉
え
、
問
題
点
を
見
い
出

せ
る
」
全
学
部
計
が
41
・
0
％
、
経
済
学
部
32
・

6
％
、「
問
題
点
を
客
観
的
に
整
理
で
き
る
」

全
学
部
計
が
43
・
2
％
、
経
済
学
部
37
・
0
％
、

「
ど
の
問
題
か
ら
解
決
す
べ
き
か
、
適
切
に
優

先
順
位
を
つ
け
ら
れ
る
」
全
学
部
計
が
47
・
7

％
、
経
済
学
部
25
・
9
％
で
す
。
構
想
力
を
示

す
も
の
と
し
て
「
様
々
な
観
点
か
ら
問
題
の
解

決
策
を
考
え
ら
れ
る
」
全
学
部
計
が
38
・
8
％
、

経
済
学
部
32
・
6
％
、「
諸
々
の
条
件
を
踏
ま
え
、

問
題
の
解
決
に
有
効
な
方
策
を
選
択
で
き
る
」

全
学
部
計
が
37
・
3
％
、
経
済
学
部
32
・
6
％
、

「
問
題
解
決
の
方
策
に
沿
っ
て
、
具
体
的
な
行

動
計
画
を
立
て
ら
れ
る
」
全
学
部
計
が
37
・
0

％
、
経
済
学
部
27
・
4
％
と
い
う
結
果
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
「
学
生
時
代
に
身
に
つ
い
た
と

思
う
能
力
」
と
し
て
情
報
収
集

力
、
情
報
分
析
力
、
課
題
発
見

力
、
構
想
力
に
つ
い
て
見
る

と
、
全
学
部
計
で
は
4
割
前
後

が
身
に
つ
い
た
と
し
て
い
ま

す
。
経
済
学
部
だ
け
で
は
、
そ

れ
よ
り
総
じ
て
数
ポ
イ
ン
ト

か
ら
10
ポ
イ
ン
ト
近
く
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。「
文
章
か
ら
、

的
確
に
そ
の
内
容
を
捉
え
ら

れ
る
」
と
す
る
情
報
分
析
力
や

「
ど
の
問
題
か
ら
解
決
す
べ
き

か
、
適
切
に
優
先
順
位
を
つ
け

ら
れ
る
」
と
い
っ
た
課
題
発
見

力
に
つ
い
て
は
、
経
済
学
部
が

全
学
部
計
よ
り
12
ポ
イ
ン
ト

ほ
ど
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
気
が
か
り
で
す
。
こ
う
し

た
能
力
に
つ
い
て
、
在
学
時
の

学
び
を
通
じ
て
身
に
つ
い
た
と
す
る
卒
業
生
の

認
識
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
経
済
学
部
の
授
業
を

通
じ
て
こ
れ
ら
の
能
力
形
成
を
強
化
・
促
進
す

る
た
め
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る

経済学部長挨拶学部長挨拶

で
し
ょ
う
。

國
學
院
大
學
に
対
す
る
総
合
的
な
満
足
度
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
と
て
も
満
足
し
て
い
る
」「
満

足
し
て
い
る
」
と
し
た
の
は
、
全
学
部
計
が

懸賞論文表彰式（H30.1.23　経済学部長室）

懸賞論文表彰式記念撮影（H30.1.23　経済学部長室）
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62
・
9
％
、
経
済
学
部
51
・
9
％
で
し
た
。
総
じ

て
「
満
足
」
し
て
い
る
と
す
る
卒
業
生
が
過
半

で
あ
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
が
、
そ
の
理
由

と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
最
も
多
い
の

が「
友
人
が
で
き
た
」で
全
学
部
計
が
79
・
2
％
、

経
済
学
部
78
・
68
％
、
次
い
で
「
授
業
が
お
も

し
ろ
か
っ
た
」
で
全
学
部
計
が
60
・
1
％
、
経

済
学
部
44
・
3
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
経
済
学

部
は
「
授
業
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
が
全
学
部

平
均
よ
り
も
少
な
く
、「
サ
ー
ク
ル
・
部
活
動

が
充
実
し
て
い
た
」
を
あ
げ
た
人
が
51
・
4
％

と
2
位
に
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
授
業
に
関
し
て

の
評
価
は
気
に
な
る
点
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。以

上
の
卒
業
生
調
査
に
示
さ
れ
る
結
果
は
、

一
部
の
卒
業
生
の
回
答
で
あ
り
意
識
調
査
で
す

か
ら
そ
の
解
釈
に
は
注
意
が
必
要
で
は
あ
り
ま

す
が
、
今
後
、
経
済
学
部
の
改
革
を
進
め
、
学

び
を
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
様
々
な
示
唆
を

与
え
る
も
の
で
す
。
他
者
に
伝
え
る
力
の
不
足

を
感
じ
て
い
る
卒
業
生
が
多
い
点
に
つ
い
て

は
、
2
年
前
か
ら
「
基
礎
演
習
」
全
ク
ラ
ス
で

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
授
業
改
善
に
取

り
組
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
課
題

解
決
能
力
の
育
成
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
代
の
経
済
学
部

に
お
け
る
学
士
課
程
教
育
と
し
て
、
何
を
ど
こ

ま
で
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の
か
、
質
的
保
証
と
し

て
最
低
限
身
に
つ
け
る
べ
き
こ
と
は
何
で
あ
る

の
か
を
問
い
、
学
部
改
革
を
推
し
進
め
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
み
な

さ
ま
の
ご
意
見
に
も
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
学
生

の
現
状
を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
授
業
の
あ
り
方
な
ど
、
学
部
改
革
へ
と
積

極
的
に
取
り
組
み
、
経
済
学
部
は
進
化
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
卒
業
生
の
み
な
さ

ま
に
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
や
お
考
え
を
お
寄

せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

従
来
か
ら
、
経
済
学
部
は
教

育
の
現
代
化
・
情
報
化
・
現
場

化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
21
年

前
に
打
ち
出
し
て
以
降
、
様
々

な
努
力
を
続
け
て
参
り
ま
し

た
。教
育
の
現
場
化
と
し
て
は
、

12
年
前
に
開
設
し
た
経
営
学
科

の
「
現
代
の
企
業
経
営
」
や
本

年
度
か
ら
開
講
し
た
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
ね
ら
い
と
し
た
「
経
済

学
特
論
（
雇
用
と
働
き
方
）」

の
授
業
で
経
営
者
や
労
働
組
合

役
員
の
方
々
を
ゲ
ス
ト
講
師
に

お
迎
え
し
、
現
実
の
経
営
や
仕

事
、
就
職
に
つ
い
て
ご
講
義
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
学
生
た

ち
は
、
こ
う
し
た
授
業
に
高
い

関
心
を
持
っ
て
受
講
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
本

学
部
卒
業
生
の
み
な
さ
ま
の
お
力
を
お
借
り
し

な
が
ら
、
現
実
を
知
り
学
び
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
な
ど
の
検
討
も
開
始
し
て
い

ま
す
。

経
済
学
部
の
進
化
の
た
め
に
は
、
卒
業
生
の

み
な
さ
ま
や
院
友
経
済
会
と
連
携
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。
今
後
と
も
経
済
学
部
と
と
も
に

歩
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
こ
と
を
お
願
い
し
、
ま

す
ま
す
の
ご
協
力
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

経済学部長挨拶学部長挨拶

橋
元
　
秀
一

（H
A

SH
IM

O
T

O
, Shuichi

）

國
學
院
大
學
経
済
学
部
教
授

平
成
4
年
本
学
着
任

平
成
29
年
4
月
経
済
学
部
長
に
就
任

専
門
分
野
「
日
本
経
済
論
」「
労
働
経
済
論
」「
社
会

政
策
」
な
ど

平成29年度経済学部学術講演会

「目指すべき社会を考える
－経済思想史の観点から」

【講師】

堂目 卓生氏
大阪大学大学院経済学研究科教授

平成25年度・26年度経済学史学会代表幹事

【日時】
平成30年2月10日（土） 午後4時30分～

【場所】
國學院大學渋谷キャンパス120周年記念1号館3階1306教室

・どなたでも聴講できます
・参加申し込みは不要です（当日，直接会場にお越しください）

【問い合わせ先】
國學院大學経済資料室 ： ：

経済学部開設50周年記念継続事業　学術講演会案内チラシ
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故松村 博先生を偲んで追 悼

　

院
友
経
済
会
の
礎
を
築
か
れ
た
本
学
名
誉
教

授
の
松
村
博
先
生
が
平
成
二
九
年
一
月
十
三
日

に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。享
年
九
三
歳
で
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

葬
儀
は
一
月
十
七
日
に
先
生
の
ご
自
宅
の
あ

る
千
葉
県
津
田
沼
駅
近
く
の
葬
儀
場
で
厳
か
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
厳
冬
に
も
か
か

わ
ら
ず
穏
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
関

係
者
に
見
送
ら
れ
て
の
永
久
の
旅
立
ち
で
し

た
。
ご
家
族
に
よ
る
と
、
先
生
は
亡
く
な
る
前

日
ま
で
お
元
気
で
、
前
夜
は
早
め
に
床
に
着
か

れ
た
よ
う
で
す
が
、
翌
朝
に
亡
く
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。
ま
さ
に
天
寿
を
全
う
さ
れ
た
生
涯

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

先
生
ご
夫
妻
の
仲
人
で
結
婚
し
た
私
た
ち
夫

婦
は
棺
に
納
め
ら
れ
た
先
生
の
穏
や
か
な
お
顔

に
最
後
の
お
別
れ
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
会
場
に
は
松
村
ゼ
ミ

同
期
で
仙
台
市
か
ら
駆
け
つ
け
た

遠
藤
欣
也
さ
ん
、
ゼ
ミ
先
輩
の
安
藤

英
明
さ
ん
、
本
学
職
員
だ
っ
た
市
川

義
輝
さ
ん
な
ど
、
何
人
か
の
懐
か
し

い
方
々
の
お
顔
が
あ
り
ま
し
た
。
先

生
の
棺
は
遠
藤
欣
也
さ
ん
た
ち
と

霊
柩
車
ま
で
お
運
び
し
ま
し
た
。
そ

の
棺
の
重
み
は
今
で
も
体
感
し
て

い
ま
す
。

　

松
村
先
生
は
経
済
学
部
の
前
身

で
あ
る
政
経
学
部
の
同
窓
会
を
昭

和
三
十
年
に
有
志
と
共
に
発
足
さ

せ
、
二
年
後
に
そ
の
同
窓
会
を
院
友

政
経
会
と
い
う
名
称
に
し
て
、
そ
の

後
の
長
き
に
わ
た
り
組
織
を
牽
引

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
院
友
政
経
会
は
平
成
十
三

年
に
現
在
の
院
友
経
済
会
に
名
称
が
変
更
さ

れ
、
そ
し
て
平
成
二
八
年
に
発
足
六
十
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
松
村
先
生
は
当
会

の
生
み
の
親
で
あ
り
、
育
て
の
親
と
も
言
う
べ

き
存
在
で
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
間
の
歩
み
は
容
易
な
も
の
で

は
な
く
、
何
度
か
頓
挫
し
た
と
語
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
当
時
の
院
友
政
経
新
聞
（
平
成
八
年

十
月
十
五
日
付
け
）
に
「
院
友
政
経
会
の
継
続

的
発
展
を
期
待
す
る
」
と
題
す
る
松
村
先
生
の

一
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
次
の

よ
う
な
想
い
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
院
友
政
経
会
は
層
の
薄
い
新
設
学

部
の
卒
業
生
が
不
利
な
点
を
補
い
合
う
た
め
に

団
結
す
る
狙
い
で
発
足
し
た
そ
う
で
す
。
し
か

し
院
友
会
か
ら
は
分
派
活
動
を
始
め
た
と
誤
解

さ
れ
て
学
内
の
扱
い
は
冷
た
い
も
の
だ
っ
た

し
、
会
合
の
集
ま
り
も
悪
く
、
運
営
資
金
も
な

く
、
何
一
つ
良
い
こ
と
は
な
か
っ
た
と
述
懐
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
学
部
の
木
村
太
郎
先

生
等
か
ら
の
励
ま
し
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

や
む
な
く
活
動
を
一
時
期
停
止
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
た
だ
全
学
の
院
友
会
で

は
果
た
し
え
な
い
学
部
の
同
窓
会
の
あ
り
方
と

は
何
か
、幹
事
役
の
平
山
八
郎
さ
ん
（
六
二
期
）

な
ど
有
志
と
検
討
し
、
そ
の
結
果
、
現
在
の
組

織
体
制
と
活
動
の
枠
組
み
が
築
か
れ
た
よ
う
で

す
。
そ
こ
に
は
機
関
新
聞
・
機
関
雑
誌
の
年
一

回
発
行
、
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
、
学
部
行
事

の
支
援
、
院
友
会
館
改
築
資
金
の
募
集
協
力
な

ど
が
行
わ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

は
現
在
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
が
、
先
生
の

指
摘
さ
れ
た
継
続
的
発
展
を
ど
の
よ
う
に
実
現

し
て
い
く
か
、
そ
れ
は
現
在
の
院
友
経
済
会
に

投
げ
か
け
ら
れ
た
課
題
で
す
。
ま
さ
に
「
継
続

は
力
な
り
」
で
あ
り
、
我
々
に
は
そ
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
と
松
村
先
生
と
の
出
会
い
は

経
営
学
ゼ
ミ
を
志
望
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま

す
。
当
時
、
産
業
界
で
は
経
営
学
ブ
ー
ム
が
巻

き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
学
部
の
性
格
か
ら
経

営
学
関
係
の
科
目
が
少
な
く
物
足
り
な
さ
を
感

じ
て
い
た
の
で
、
ゼ
ミ
に
は
積
極
的
に
参
加
し

ま
し
た
。
ゼ
ミ
は
テ
キ
ス
ト
の
輪
読
が
中
心
で

し
た
が
、
米
国
企
業
に
お
け
る
テ
ー
ラ
ー
の
科

学
的
管
理
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

私
は
そ
れ
ま
で
勉
学
に
熱
心
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
経
営
学
を
学
ん
だ
証
を
残
し
て

お
き
た
い
と
考
え
、
学
部
の
懸
賞
論
文
に
応
募

故 

松
村 

博
先
生
を
偲
ん
で

院
友
経
済
会
副
会
長　

鍋
田 

英
彦
（
74
期
）

3・4年生合同のゼミ合宿旅行　ー松村先生を囲んでー



9　院友経済 2018

追 悼 故松村 博先生を偲んで

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
投
稿
の
テ
ー
マ
は

「
現
代
経
営
者
の
社
会
的
責
任
に
関
す
る
考

察
」。
そ
の
時
期
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
と
重
な
っ
て
お
り
、
世
の
中
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
沸
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
か
、
懸
賞

論
文
の
応
募
者
が
少
な
く
、
幸
運
に
も
二
席
に

入
っ
て
賞
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ま
思
え

ば
、
と
て
も
論
文
と
は
言
え
な
い
内
容
で
し
た

が
、達
成
感
を
味
わ
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

ゼ
ミ
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ゼ
ミ
コ
ン

パ
や
ゼ
ミ
旅
行
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

湯
河
原
や
蓼
科
高
原
で
の
ゼ
ミ
合
宿
、
仲
間
と

先
生
宅
に
お
邪
魔
し
て
、
当
時
、
高
価
だ
っ
た

す
き
焼
き
を
ご
馳
走
い
た
だ
い
た
思
い
出
も
あ

り
ま
す
。
先
生
宅
で
の
飲
み
会
で
は
痛
飲
し
て

羽
目
を
外
す
な
ど
、
ご
家
族
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
が
、
先
生
ご
夫
妻
は
変
わ
ら
ず
に

私
た
ち
に
接
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

先
生
は
何
事
に
も
親
身
に
な
っ
て
対
応
さ
れ

る
方
で
、
温
情
で
包
容
力
が
あ
る
方
で
し
た
。

後
年
、
ご
家
族
が
世
田
谷
の
お
宅
か
ら
千
葉
県

の
習
志
野
市
に
住
ま
い
を
移
さ
れ
る
と
き
に
、

新
居
の
購
入
か
ら
引
越
し
に
関
わ
る
手
配
を
不

動
産
会
社
や
運
輸
会
社
、
金
融
機
関
等
に
勤
め

て
い
た
諸
先
輩
た
ち
が
分
担
し
て
取
り
仕
切
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
当
時
を
振
り
返
っ
て
、

奥
様
が
「
私
た
ち
家
族
は
労
せ
ず
し

て
新
居
に
移
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
、
感
極
ま
っ
て
語
っ
て
お
ら

れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
れ

は
卒
業
生
た
ち
の
感
謝
の
気
持
ち

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
正
月
に
は
卒

業
生
が
お
祝
い
に
お
宅
を
訪
れ
る
の

が
恒
例
で
し
た
。

　

人
生
に
は
進
学
、
就
職
、
結
婚
な

ど
幾
つ
か
の
節
目
が
あ
り
ま
す
が
、

私
は
こ
の
節
目
に
お
い
て
松
村
先
生

の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
三
十
歳

を
過
ぎ
た
頃
、
先
生
か
ら
見
合
い
の

話
が
あ
り
、
当
時
、
常
磐
松
校
舎
に

あ
っ
た
先
生
の
研
究
室
で
見
合
い
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
見
合
い

の
場
は
ホ
テ
ル
が
一
般
的
な
は
ず
な

の
に
と
思
っ
て
い
た
私
の
気
持
ち
を
察
し
て

か
、
先
生
は
「
こ
の
研
究
室
は
縁
起
が
良
い
か

ら
」
と
言
わ
れ
、
当
日
は
先
生
ご
夫
妻
と
私
た

ち
が
向
か
い
合
い
、
奥
様
が
用
意
さ
れ
た
弁
当

を
食
べ
な
が
ら
の
不
思
議
な
見
合
い
に
な
り
ま

し
た
。
蔵
書
に
囲
ま
れ
た
狭
い
研
究
室
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
効
果
を
も
た
ら
し
た
の

か
、
半
年
後
に
私
た
ち
は
結
婚
し
ま
し
た
。
挙

式
は
馴
染
み
の
あ
る
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

行
い
ま
し
た
。
今
や
結
婚
し
て
四
十
余
年
。
あ

の
時
、
先
生
の
言
わ
れ
た
「
こ
の
研
究
室
は
縁

起
が
良
い
か
ら
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
に
な
り

ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
節
目
の
就
職
で
も
、
松
村
先
生

の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
財
団
法
人
流
通
経

済
研
究
所
の
研
究
員
募
集
に
応
募
す
る
た
め
、

先
生
に
推
薦
状
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
功
を
奏
し
た
の
か
、
浅
学
菲
才
の
私
が

研
究
助
手
で
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
二
十
年

余
に
わ
た
り
同
研
究
所
に
勤
務
し
、
理
事
長
で

学
習
院
大
学
教
授
で
あ
っ
た
田
島
義
博
先
生

（
後
に
学
校
法
人
学
習
院
院
長
）
を
始
め
、
諸

先
輩
方
か
ら
流
通
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
研
究

指
導
を
い
た
だ
き
、
業
績
を
積
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
研
究

者
や
産
業
界
の
方
々
と
の
人
的
関
係
を
築
け
た

こ
と
も
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

　

四
十
歳
半
ば
に
田
島
先
生
の
推
薦
で
新
設
の

新
潟
産
業
大
学
の
教
員
審
査
（
文
科
省
判
定
）

に
合
格
し
て
教
職
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

教
職
に
就
い
て
、
私
も
学
生
教
育
、
ゼ
ミ
指

導
に
力
を
注
ぐ
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
別
の
調
査
研
究
、
論
集
作
成
、
卒
論
指

導
、
合
宿
旅
行
、
ゼ
ミ
コ
ン
パ
な
ど
。
そ
の
せ

い
か
学
生
相
互
の
交
流
は
活
発
で
、
ま
と
ま
り

は
良
く
、
ゼ
ミ
の
運
営
は
彼
ら
の
自
主
性
を
尊

重
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
後
に
新
潟
産
大
の

ゼ
ミ
生
同
士
の
結
婚
が
六
組
ほ
ど
誕
生
し
た
の

に
は
驚
き
ま
し
た
。
私
の
ゼ
ミ
が
カ
ッ
プ
ル
誕

生
の
場
に
な
ろ
う
と
は
思
っ
て
も
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
で
は
卒
業
生
と
の
再
会
や
年
賀
状

な
ど
の
便
り
に
眼
を
通
す
の
が
楽
し
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
や
ら
、
弟
子
は
師
に
似
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

人
生
は
出
会
い
で
す
。
あ
ら
た
め
て
、
今
は

亡
き
二
人
の
師
と
の
出
会
い
に
感
謝
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

鍋
田
英
彦

（N
A

BET
A

, H
idehiko

）

昭
和
四
十
一
年
、
國
學
院
大
學
政
経
学
部
卒
業
。

財
団
法
人
流
通
経
済
研
究
所 

主
任
研
究
員
、
常
勤
理

事
を
経
て
、
新
潟
産
業
大
学
教
授
、
同
経
済
学
部
長
、

新
潟
大
学
大
学
院
兼
任
講
師
、
東
洋
学
園
大
学
教
授
。

そ
の
間
、
玉
川
大
学
、
学
習
院
女
子
大
学
兼
任
講
師
。

現
在
、
新
潟
産
業
大
学
名
誉
教
授
。

専
攻
は
流
通
シ
ス
テ
ム
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
。

大
学
時
代
に
博
物
館
学
芸
員
の
資
格
を
取
得
。
史
跡

巡
り
の
旅
、
芸
術
鑑
賞
が
趣
味
。

鎌倉大仏前にて　ー松村先生を囲んで左側が筆者ー
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経
済
学
部
准
教
授
　
細
谷
　
　
圭

　

本
年
度
の
経
済
学
会
学
生
懸
賞
論
文
に
は
23
本
の
応
募
が
あ

っ
た
。
昨
年
よ
り
応
募
総
数
が
減
少
し
た
も
の
の
、
個
性
あ
ふ

れ
る
意
欲
的
な
論
文
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
学
生
に
と
っ
て
身

近
な
関
心
・
問
題
か
ら
国
内
外
に
お
け
る
経
済
や
経
営
の
最
先

端
で
起
こ
っ
て
い
る
事
象
ま
で
幅
広
い
テ
ー
マ
の
論
文
が
寄
せ

ら
れ
、質
的
に
充
実
し
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
た
。
本
年
度
は
、

4
年
生
か
ら
の
応
募
が
多
か
っ
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
（
18

本
）。
上
位
入
賞
は
い
ず
れ
も
4
年
生
で
あ
り
、
充
実
し
た
卒

業
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
3

年
生
か
ら
は
5
本
の
応
募
が
あ
っ
た
が
、
内
4
本
は
共
著
論
文

で
あ
り
、
本
学
部
が
近
年
重
視
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の

成
果
が
こ
の
よ
う
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
部
分
に
も
表
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
所
属
し
て
い
な
い
学

生
か
ら
の
応
募
も
あ
り
、
経
済
学
部
生
の
主
体
的
な
学
び
を
高

く
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

論
文
の
審
査
は
、
論
理
性
、
独
自
性
、
専
門
性
、
文
章
表
現

の
四
つ
の
個
別
的
観
点
か
ら
の
評
価
に
加
え
、
総
合
的
観
点
か

ら
の
評
価
も
加
味
し
て
厳
正
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
審
査
に
は
経

済
学
部
の
ほ
ぼ
全
員
の
専
任
教
員
が
あ
た
っ
た
。
そ
の
結
果
を

も
と
に
、経
済
学
会
総
務
委
員
会
が
慎
重
な
審
議
を
お
こ
な
い
、

最
優
秀
賞
（
1
本
）、
優
秀
賞
（
3
本
）、
佳
作
（
5
本
）、
特

別
賞
（
3
本
）
を
選
出
し
た
。

　

以
下
に
、最
優
秀
賞
1
論
文
と
優
秀
賞
3
論
文
に
限
定
し
て
、

論
文
の
概
要
と
評
価
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
や
課
題
に
つ
い
て
記
し

て
お
き
た
い
。

　

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
安
達
圭
音
さ
ん
（
経
営
学
科
4
年
）

の
論
文
「
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
効
果
と
そ
の
課
題
」
は
、
は
じ

め
に
競
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
米
が
登
場
し
て
き
て
い
る
背
景
か
ら
説

き
お
こ
し
、
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
お
い
て
重
要
と
な
る
要
因
を
お

も
に
経
営
学
的
な
視
点
か
ら
指
摘
し
て
い
る
。
論
文
前
半
で
展

開
さ
れ
て
い
る
背
景
分
析
は
手
堅
い
も
の
で
あ
り
、
分
析
対
象

へ
の
良
き
導
入
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド

論
の
検
討
に
あ
た
っ
て
も
、
一
般
的
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
場
合
と
農
産
物
に
お
け
る
場
合
と
で
は
大
き
な
違
い
が
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
て
説
得
力
が
あ
る
。
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
お
い
て
は
、
農
産
物
の
生
産
特
性
に
由
来
す
る
困
難

性
が
潜
ん
で
い
る
と
の
著
者
の
考
察
は
的
確
で
あ
る
。
論
文
後

半
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
定
着
し
た
感
の
あ
る
山
形
県
産

米
「
つ
や
姫
」、
新
興
勢
力
の
青
森
県
産
米
「
青
天
の
霹
靂
」

に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
ら
の
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
に
つ
い
て
事
例

研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、「
つ
や
姫
」
が

満
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
の
4
条
件
が
、「
青

天
の
霹
靂
」
で
は
未
だ
満
た
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
と

の
考
察
で
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、「
青
天
の
霹
靂
」
が
中
・

長
期
的
に
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
成
功
を
収
め
る
た
め
の
具
体
的

な
提
案
が
示
さ
れ
て
い
る
。
安
達
論
文
は
、
上
記
審
査
基
準
に

お
い
て
、
と
く
に
論
理
性
、
専
門
性
、
文
章
表
現
に
お
い
て
き

わ
め
て
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
学
術
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ

う
る
論
文
と
し
て
、
他
の
論
文
を
引
き
離
し
て
最
高
得
点
を
獲

得
し
た
。
と
り
わ
け
、「
青
天
の
霹
靂
」
の
事
例
研
究
に
際
し

て
は
、
十
分
な
時
間
を
確
保
し
て
青
森
県
庁
担
当
部
局
か
ら
入

念
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
お
り
、
質
の
高
い
論
文
を
作
成

す
る
こ
と
へ
の
著
者
の
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
が
う
か
が
え
た
。

　

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
出
口
直
人
さ
ん
（
経
済
学
科
4
年
）
の

「
Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
に
関
す
る
批
判
的
研
究
」
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
に

焦
点
を
あ
て
な
が
ら
、
企
業
が
果
た
す
べ
き
社
会
的
責
務
に
つ

い
て
理
論
的
，
実
証
的
考
察
を
試
み
て
い
る
。
経
営
手
法
の
ベ

ク
ト
ル
と
し
て
の
Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
に
お
い
て
は
、
社
会
的
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
社
会
的
価
値
の
創
造
に
邁
進
す
る
こ
と
が
、
結
果
と

し
て
経
済
的
価
値
の
創
造
に
も
結
実
す
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー

が
導
か
れ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
「
迂
回
生
産
の
利
益
」
と
捉
え

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
著
者
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
に
付
随
す
る
「
ゆ

ら
ぎ
」
に
着
目
し
、
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
定
量
的
分
析
を
ま

じ
え
て
批
判
的
に
考
察
し
て
い
る
。
問
題
意
識
、
議
論
の
展
開

は
学
部
学
生
と
し
て
秀
逸
で
あ
り
、
十
分
に
評
価
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
。
一
つ
残
念
だ
っ
た
の
は
、
仮
説
検
証
に
際
し
て

の
デ
ー
タ
や
統
計
的
手
法
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
少

し
専
門
的
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
内
外
の
優
れ
た
先
行
研

究
を
渉
猟
し
、
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
実
証
手
法
を
正
確
に
理

解
し
て
本
論
文
に
適
切
に
援
用
す
れ
ば
、
さ
ら
に
質
の
高
い
論

文
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

同
じ
く
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
澤
田
凌
さ
ん
（
経
済
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
学
科
4
年
）
の
「
改
葬
ビ
ジ
ネ
ス
の
動
向
～
終
活
ビ

ジ
ネ
ス
の
拡
大
を
背
景
に
～
」
は
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
近
年
し
ば

し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
終
活
」
の
背
景
要
因
を
探
り
、
終
活

の
ひ
ろ
が
り
を
受
け
て
拡
大
し
て
き
て
い
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

の
動
向
に
注
目
し
た
時
宜
に
か
な
っ
た
興
味
深
い
論
文
で
あ

る
。
終
活
の
認
知
度
の
高
ま
り
を
導
き
の
糸
と
し
、
無
縁
社
会

化
、
多
死
社
会
化
、
死
生
観
の
変
化
と
い
っ
た
個
人
、
家
族
、

そ
し
て
社
会
の
変
容
を
豊
富
な
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
示
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
読
み
解
い
て
い
る
。
論
文
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ

る
改
葬
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
し
て
は
、
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
の
特
性
上

必
要
と
判
明
し
た
聞
き
取
り
調
査
を
実
行
し
、
論
文
の
主
張
を

よ
り
興
味
深
い
も
の
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
丹
念
な

調
査
・
執
筆
姿
勢
は
高
く
評
価
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
論

文
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
不
明
瞭
で
あ
る
部
分
も
少
な
か
ら
ず
見
受

け
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
無
縁
社
会
化
と
の
関
連
を
議
論
す
る

な
ら
ば
、
通
常
の
改
葬
で
は
な
く
、
永
代
供
養
へ
の
改
葬
と
い

っ
た
い
わ
ゆ
る
「
墓
じ
ま
い
（
廃
墓
）」
に
こ
そ
焦
点
を
あ
て

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

平成29年度 経済学会学生懸賞論文 講評
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同
じ
く
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
倉
橋
弾
さ
ん
（
経
済
学
科
4 

年
）
の
「
敵
対
的
買
収
の
財
務
分
析
」
は
、
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
仮
説
に
基
づ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
企
業

が
敵
対
的
買
収
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
や
す
い
か
を
検
証
し
て

い
る
。
加
え
て
、
敵
対
的
買
収
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
財

務
内
容
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
か
を
分
析
し
て
い
る
。

一
般
に
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
風
土
で
は
、
そ
の
名
称
に
も
端
的
に

表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
敵
対
的
買
収
は
企
業
買
収
の
手
法
と
し

て
必
ず
し
も
良
い
印
象
は
も
た
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
背
景

の
な
か
で
、
著
者
は
自
分
な
り
の
「
善
悪
」
を
定
義
し
て
、
敵

対
的
買
収
の
事
例
研
究
を
試
み
て
い
る
。
学
部
学
生
の
論
文
と

し
て
は
適
切
な
分
析
道
具
（
理
論
的
ツ
ー
ル
）
の
選
択
が
な
さ

れ
、
論
文
の
構
成
内
容
も
興
味
を
か
き
立
て
ら
れ
る
も
の
に
仕

上
が
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
肝
腎
の
事
例
研
究
に
お
い
て
内

容
の
薄
さ
が
感
じ
ら
れ
る
箇
所
が
あ
っ
た
り
、
考
察
が
明
確
で

な
い
部
分
も
あ
っ
た
り
し
た
。
ま
た
、
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
の
数
字
の
み
に
し
か
注
目
し
て
い
な
い
点
も
問
題
で
あ

り
、
よ
り
良
い
論
文
を
目
指
す
上
で
の
必
須
の
改
善
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
指
摘
で
き
る
。

　

こ
こ
に
取
り
上
げ
た
4
論
文
を
は
じ
め
と
し
て
、
懸
賞
論
文

に
ふ
さ
わ
し
い
質
の
高
い
論
文
が
多
か
っ
た
と
い
う
の
が
評
者

の
率
直
な
感
想
で
あ
る
。
佳
作
が
5
本
、
特
別
賞
が
3
本
と
い

う
結
果
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
最
優
秀
賞
と
優
秀

賞
に
選
出
さ
れ
た
4
論
文
は
、
選
外
と
な
っ
た
論
文
と
比
較
す

る
と
、
研
究
論
文
と
し
て
の
総
合
的
な
完
成
度
が
高
い
水
準
に

達
し
て
お
り
、
先
行
研
究
か
ら
の
借
り
物
の
内
容
で
は
な
く
、

自
ら
の
言
葉
で
丁
寧
に
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
違
い
が
あ

る
よ
う
に
思
え
た
。

　

す
べ
て
の
論
文
執
筆
者
の
努
力
に
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、

次
年
度
も
力
の
こ
も
っ
た
内
容
豊
か
な
論
文
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い 

。

平成29年度経済学会懸賞論文　受賞者一覧

審査結果 所　　属 氏　　名 テ　ー　マ

最優秀賞 経営４年 安達　圭音 米のブランド化の効果とその課題

優秀賞

経済４年 出口　直人 CSV経営に関する批判的研究

ネット４年 澤田　凌 改葬ビジネスの動向　～終活ビジネスの拡大を背景に～

経済４年 倉橋　弾 敵対的買収の財務分析

佳　作

経営３年
津村　唯

戸田　優香
二宮　みずほ

変化するカフェ業界とサードウェーブ企業の台頭

経済・経営３年
会田　優介
島田　大成
渡邊　杏奈 

予備校ニーズ減少の背景と時代に対応する指導形態
―市場の落ち込みに対応する戦略―

経済４年 藤枝　彩恵 IFRSのリース会計基準変更による航空業界への影響

経済４年 池田　優香里 成功し続けるSPA企業の財務的特徴

経営４年 小松　由芽子 銀行業の繰延税金資産の実態　―りそな銀行の国有化問題に着目して―

特別賞

経済・経営３年
萩原　甲斐
川口　遥夏
吉田　啓貴 

渋谷区のバリアフリー基本構想策定への提言

経営３年 倉田　航輝 
日本における多文化社会に向けて

～神奈川県央地域での外国人に対する対応をモデルとして～

経営３年
寺内　鷹生
峰　尚弘

PlayStation３の販売台数回復とその背景

■提出総数23（内訳：4年18、 3年5）　最優秀賞1　優秀賞3　佳作5　特別賞3
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Prologue

最
優
秀
賞
受
賞
に
寄
せ
て

経
済
学
部
経
営
学
科
４
年　

安
達　

圭
音

最優秀賞受賞に寄せて

◆
論
文
の
紹
介

　

本
論
文
は
、
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
、
そ
の
効
果
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
米
の
市
場
で

は
ブ
ラ
ン
ド
米
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ

ン
ド
米
急
増
の
背
景
に
は
、
年
々
米
の
消
費
量

が
減
少
す
る
中
で
い
か
に
し
て
勝
ち
残
っ
て
い

く
か
を
考
え
、
県
を
挙
げ
て
ブ
ラ
ン
ド
米
に
力

を
入
れ
て
い
る
地
域
が
多
い
た
め
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
成
功
す
る
に
は
一
般
的

な
ブ
ラ
ン
ド
構
築
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
障
壁
を
ク
リ
ア
す
る

必
要
が
あ
り
、
米
を
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
せ
る
こ
と

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
論
文
中
で
は
、
上

述
の
点
を
踏
ま
え
て
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
途
上
に

あ
る
青
森
県
産
米
の
「
青
天
の
霹
靂
」
の
実
態

や
課
題
を
明
か
に
し
、
改
善
策
を
検
討
し
ま
し

た
。

　

現
在
続
々
と
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
米
が
登
場
し

て
お
り
、
今
後
そ
の
競
争
は
よ
り
激
化
い
き
、

不
十
分
な
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
で
は
生
き
残
る
の

が
難
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
米
を
ブ
ラ
ン
ド

化
さ
せ
る
た
め
に
は
長
い
時
間
と
労
力
が
必
要

で
す
が
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が

出
来
れ
ば
日
本
の
米
農
家
を
守
る
１
つ
の
手
段

に
な
る
で
し
ょ
う
。

◆
学
生
生
活

　

２
年
次
後
期
か
ら
私
は
田
原
ゼ
ミ
に
所
属

し
、
座
学
だ
け
で
な
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
い
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
３
年
次

に
参
加
し
た
「
神
奈
川
県
産
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で

す
。
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
「
シ
ャ
ッ
タ

ー
商
店
街
の
再
生
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り
組

み
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
に
賑
わ
い
や
利
益
を

創
出
す
る
こ
と
が
出
来
る
施
策
を
提
案
し
ま
し

た
。
近
年
の
商
店
街
の
衰
退
の
要
因
は
ど
う
い

っ
た
点
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
整
理
し
た

う
え
で
、
実
際
に
商
店
街
に
赴
き
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
夏
休
み
に
は
ほ
ぼ
毎
日
学
校
に
集
ま

り
、
帰
宅
後
も
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
論
文

執
筆
や
プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま

「
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
効
果
と
そ
の
課
題
」

平成29年度懸賞論文表彰式（2018.1.23　経済学部長室）
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□□□□ 院友経済会会長としての挨拶Prologue 最優秀賞受賞に寄せて

し
た
。

◆
最
後
に

　

論
文
の
執
筆
に
あ
た
り
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
田

原
裕
子
教
授
に
は
並
々
な
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜
り

ま
し
た
。
お
米
が
好
き
と
い
う
自
分
の
興
味
か

ら
始
ま
っ
た
論
文
で
し
た
が
、
田
原
教
授
の
厳

し
く
も
温
か
い
ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
進
め
た

安
達
　
圭
音

（A
D

A
CH

I, K
eito

）

経
済
学
部
経
営
学
科

出
身
地　

新
潟
県
長
岡
市

出
身
校　

長
岡
向
陵
高
等
学
校

所
属
ゼ
ミ　

田
原
裕
子
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

就
職
先　

食
品
メ
ー
カ
ー

こ
と
で
、
最
優
秀
賞
を
い
た
だ
け
る
よ
う
な
論

文
に
書
き
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
田
原

裕
子
教
授
を
は
じ
め
、
共
に
健
闘
し
た
同
期
の

仲
間
、
卒
業
後
も
相
談
に
乗
っ
て
く
だ
さ
っ
た

先
輩
方
、
大
切
な
後
輩
、
悩
ん
で
い
る
と
き
に

支
え
て
く
れ
た
家
族
や
友
人
、
論
文
を
評
価
し

て
く
だ
さ
っ
た
教
授
の
皆
さ
ま
に
、
こ
の
場
を

借
り
て
心
よ
り
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

田原ゼミ春合宿の風景

田原ゼミ夏合宿（2017.9.6～8　伊東にて）
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大
き
な
怪
我
を
し
て
野
球
が
出
来
な
く
な
り
、

将
来
の
仕
事
や
人
生
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
は
言
っ
て
も
、
勉
強

も
ろ
く
に
せ
ず
、
野
球
し
か
や
っ
て
い
な
か
っ

た
私
に
は
就
職
の
事
を
考
え
よ
う
と
思
っ
て

も
、
何
も
分
か
ら
な
か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
大

好
き
だ
っ
た
野
球
で
だ
け
は
、
毎
日
上
手
く
な

る
為
、
挑
戦
を
成
し
遂
げ
る
為
に
試
行
錯
誤
を

行
い
、
練
習
に
励
ん
で
い
た
事
を
思
い
返
し
ま

し
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
先
の
数
十
年
を
捧
げ
る

こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
仕
事
を
真
剣
に
探

す
事
に
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
本
屋
に
出
向
き
、

興
味
の
あ
る
本
（
ビ
ジ
ネ
ス
本
を
中
心
）
を
手

あ
た
り
次
第
購
入
し
、
１
年
間
で
１
０
０
冊
以

上
の
書
籍
を
読
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
自

身
が
何
気
な
く
生
き
て
き
た
21
年
間
を
振
り
返

っ
た
り
、
情
報
番
組
を
毎
日
の
よ
う
に
見
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
数
多
く
の
業
界
知
識
や
就
職

活
動
の
情
報
を
吸
収
す
る
事
が
出
来
、
こ
れ
ら

か
ら
就
職
に
お
い
て
考
え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

は
、
お
金
・
福
利
厚
生
・
や
り
が
い
の
内
ど
れ

を
重
視
し
て
会
社
を
選
ぶ
か
だ
と
い
う
考
え
に

至
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
が
求
め
て
い
る
事
は
「
や
り
が

い
」
で
あ
り
、「
夢
を
も
っ
て
働
け
る
仕
事
」

大
学
ま
で
の
人
生

　

私
は
、
高
校
ま
で
野
球
に
明
け
暮
れ
る
日
々

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
中
学
ま
で
は
、
プ
ロ
野

球
選
手
を
夢
見
て
、
と
に
か
く
野
球
が
大
好
き

で
我
武
者
羅
に
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
高
校
入
学
と
同
時
に
、
周
囲
と
の
レ
ベ
ル

の
差
を
痛
感
し
、
挫
折
を
経
験
し
ま
し
た
。
最

終
的
に
は
、
ス
タ
メ
ン
に
な
る
事
が
出
来
ま
し

た
が
、
甲
子
園
出
場
と
い
う
夢
に
は
全
く
届
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
高
校
球
児
な
ら
誰
で

も
平
等
に
あ
る
５
回
の
甲
子
園
出
場
の
チ
ャ
ン

ス
に
、
必
死
に
挑
戦
で
き
た
時
間
は
本
当
に
幸

せ
で
し
た
。
私
の
人
格
は
、
野
球
と
両
親
の
教

育
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
私
に
夢
を
与
え
、
組
織
で
挑
戦
す

る
事
の
難
し
さ
、
世
の
中
の
広
さ
等
、
数
多
く

の
事
を
教
え
て
く
れ
た
野
球
と
生
意
気
で
言
う

事
を
聞
か
な
い
私
に
根
気
強
く
説
教
を
し
て
く

れ
た
両
親
が
い
た
か
ら
今
の
私
が
あ
り
ま
す
。

本
当
に
感
謝
で
一
杯
で
す
。

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

　

大
学
で
も
野
球
を
続
け
、
準
硬
式
野
球
部
に

所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、二
年
生
の
終
わ
り
頃
、

で
し
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
で

野
球
以
外
に
長
続
き
し
た
物
は
何
一
つ
な
く
、

野
球
が
長
続
き
し
た
理
由
は
常
に
夢
や
目
標
が

あ
り
、
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
と

考
え
ま
し
た
。
な
の
で
、
仕
事
も
何
歳
に
な
っ

て
も
大
き
な
夢
や
目
標
・
楽
し
さ
を
持
っ
て
な

い
と
続
か
な
い
な
と
考
え
ま
し
た
。

不
動
産
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
業
界
を
目
指
す

　

私
は
自
分
な
り
に
勉
強
を
進
め
て
い
く
中

で
、
ま
ず
初
め
に
観
光
産
業
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。
と
い
う
の
も
、
日
本
の
観
光
産
業
は
ま

だ
ま
だ
成
長
途
上
で
あ
り
、
上
手
く
い
け
ば
観

光
客
数
で
世
界
一
を
狙
え
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
見
解
を
書
籍
で
目
に
し
た
か
ら
で
す
。
非

常
に
具
体
的
で
説
得
力
の
あ
る
内
容
で
、
私
も

日
本
の
観
光
産
業
を
世
界
一
に
す
る
こ
と
に
貢

献
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ホ
テ
ル

や
旅
行
業
界
の
書
籍
を
購
読
し
た
り
、
ホ
テ
ル

の
フ
ロ
ン
ト
で
実
際
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
た

り
、ゼ
ミ
で
観
光
分
野
の
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
Ｂ
to
Ｃ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
プ
ロ

に
な
っ
て
も
産
業
全
体
を
動
か
す
事
は
出
来
な

い
な
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、ホ
テ
ル
建
設
・

ホ
テ
ル
運
営
体
制
整
備
・
外
国
人
が
訪
れ
た
く

な
る
よ
う
な
街
作
り
・
外
国
企
業
の
働
き
や
す

い
オ
フ
ィ
ス
開
発
が
出
来
る
の
は
不
動
産
会
社

だ
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
自
ら

の
生
ま
れ
育
っ
た
街
で
大
規
模
な
再
開
発
が
行

わ
れ
、
数
万
人
単
位
で
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
・

居
住
者
・
学
生
等
が
増
加
し
、
街
が
変
貌
を
遂

げ
て
い
く
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
経
験
か
ら

よ
り
多
く
の
人
々
に
圧
倒
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

残
せ
る
仕
事
で
あ
る
と
確
信
し
ま
し
た
。
以
上

か
ら
、
世
界
一
の
観
光
立
国
へ
の
貢
献
と
圧
倒

的
な
創
出
力
で
日
本
の
人
々
の
生
活
を
変
化
さ

せ
る
事
の
出
来
る
こ
の
業
界
を
志
望
す
る
に
至

り
ま
し
た
。

厳
し
い
現
実
と
覚
悟

　

私
は
ま
ず
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
選
考
に

大
手
・
中
堅
不
動
産
会
社
全
て
に
応
募
し
ま
し

た
が
、通
っ
た
会
社
は
夏
秋
冬
で
2
社
の
み
で
、

本
当
に
狭
き
門
で
あ
る
と
い
う
事
を
心
の
底
か

ら
実
感
し
ま
し
た
。
た
だ
、
私
の
覚
悟
は
決
ま

っ
て
い
た
の
で
、
全
力
で
や
っ
て
落
ち
た
ら
仕

方
な
い
と
割
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
長
い
人
生
の
一
時
だ

と
思
っ
て
、
こ
こ
で
失
敗
し
て
も
人
生
が
終
わ

る
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
れ
ば
、
精
神
的
に
折

Prologue 「働く事を考え抜いた 4 年間」

「
働
く
事
を
考
え
抜
い
た
４
年
間
」

経
済
学
部
経
済
学
科　

鈴
木　

正
義
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れ
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
覚
悟
を
持
っ
て
本
選
考
に
臨
ん
だ

結
果
、
第
一
志
望
の
会
社
か
ら
内
定
を
頂
け
ま

し
た
。
内
定
の
握
手
を
し
た
時
は
、
や
っ
と
自

分
の
事
を
理
解
し
て
く
れ
る
会
社
が
あ
っ
た
事

に
感
極
ま
っ
て
、泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た（
笑
）。

私
の
就
職
活
動
は
成
功
で
し
た
。
内
定
を
頂
い

て
か
ら
周
囲
に
褒
め
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
ま
し

た
が
、
そ
れ
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
し
っ
か

り
働
い
て
「
や
は
り
あ
い
つ
は
凄
い
奴
だ
な
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

人
生
っ
て
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い

　

内
定
を
頂
い
て
か
ら
数
か
月
後
、
私
の
同
級

生
が
病
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
信
じ
ら

れ
な
か
っ
た
で
す
。
彼
は
総
合
商
社
か
ら
内
定

を
貰
い
、
成
し
遂
げ
た
い
夢
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
事
を
伺
っ
た
時
、
自
分
も
い
つ
ま
で

生
き
て
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
生

き
て
い
る
だ
け
で
挑
戦
権
と
可
能
性
を
自
分
は

持
っ
て
い
る
事
を
痛
感
し
ま
し
た
。
毎
日
生
き

て
い
る
事
と
挑
戦
で
き
る
事
に
感
謝
し
て
、
こ

れ
か
ら
仕
事
で
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
誰
も
思
い

つ
か
な
い
よ
う
な
事
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
い
つ
か
多
く
の
人
々
に
夢
を
与
え

ら
れ
る
く
ら
い
有
名
に
な
っ
て
、
皆
さ
ん
と
お

会
い
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

最
後
に
4
年
間
ど
ん
な
形
で
も
、
私
と
お
付

き
合
い
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
、
文
面
で
大

変
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Prologue 「働く事を考え抜いた 4 年間」

準硬式野球部　2015年秋の大会を終えて　朝霞市営球場

鈴
木
正
義

（SU
ZU

K
I, M

asayoshi

）

所　
　

属
：
経
済
学
部
経
済
学
科

出
身
高
校
：
國
學
院
大
學
久
我
山

ゼ　
　

ミ
：
小
木
曽
道
夫
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

部　
　

活
：
準
硬
式
野
球
部

進
路
予
定
：
大
手
不
動
産
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
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弟
妹
は
春
手
袋
を
貸
し
合
う
て

雀
羅

ミ
ル
ク
の
色
の
釦
大
好
き

丁
那

今
日
の
茶
席
の
棚
は
旅
箪
笥
。
こ
の
お
点
前

は
、
豊
臣
秀
吉
が
北
条
氏
を
攻
め
る
た
め
石
橋

山
に
一
夜
城
を
築
い
た
と
き
、
千
利
休
が
秀
吉

の
た
め
屋
外
で
行
っ
た
お
点
前
と
い
う
。
釜
は

山
本
閑
浄
造
り
の
茶
飯
釡「
飢
来
飯　

渇
来
茶
」

と
印
さ
れ
て
お
り
、
天
井
か
ら
鎖
で
吊
り
下
げ

ら
れ
い
る
。
亭
主
の
宗
勝
さ
ん
が
旅
箪
笥
か
ら

麻
袋
に
入
っ
た
洗
い
米
を
茶
飯
釜
に
流
し
込

み
、
水
加
減
を
見
て
釜
を
吊
っ
て
い
る
鎖
を
調

節
。
火
吹
竹
で
炭
火
を
吹
く
頃
に
は
一
気
に
座

は
和
み
、句
座
の
話
題
も
盛
り
上
が
っ
て
く
る
。

膳
が
運
ば
れ
る
。
向
付
は
鯛
昆
布
締
、
花
山

椒
。
今
日
は
茶
飯
釜
で
炊
か
れ
た
ご
飯
を
い
た

だ
く
の
で
あ
る
。
席
主
の
趣
向
に
期
待
が
膨
ら

む
。
そ
し
て
燗
鍋
と
盃
が
持
ち
出
さ
れ
、
杯
事

（
お
酒
は
名
酒
久
保
田
）
が
は
じ
ま
る
。
正
式

な
作
法
は
つ
い
置
き
忘
れ
、
ご
連
衆
の
顔
が
思

わ
ず
ほ
こ
ろ
ん
で
し
ま
う
。
八
寸
は
海
の
も
の

（
か
ら
す
み
）
山
の
も
の
（
た
ら
の
芽
）
と
も

に
旬
の
味
を
お
お
い
に
味
わ
う
。
句
座
は
雀
羅

さ
ん
の
捌
で
進
む
。

こ
の
あ
た
り
か
ら
お
茶
の
作
法
に
馴
れ
な
い
者

は
戸
惑
い
も
あ
る
が
、
連
客
同
士
和
や
か
な
空

気
の
中
俳
諧
茶
事
の
開
始
で
あ
る
。

本
席
の
床
に
は
、
大
徳
寺
六
代
管
長
円
山
伝

衣
老
師
の
一
行
「
萬
里
清
風
只
吹
丈
」
が
掛
け

ら
れ
て
い
る
。
主
客
の
挨
拶
の
あ
と
、
客
は
前

に
置
か
れ
た
小
箱
（
中
に
は
硯
、
墨
、
筆
、
水

が
入
っ
て
い
る
。）
の
蓋
を
開
け
、
お
も
む
ろ

に
墨
を
擦
り
始
め
短
冊
を
書
く
準
備
に
か
か

る
。
本
日
の
執
筆
は
浅
賀
丁
那
さ
ん
。
脇
に
文

台
、
奉
書
紙
が
置
か
れ
て
い
る
。
本
日
の
連
句

は
表
十
句
、
裏
八
句
の
十
八
韻
。
こ
の
形
式
は

十じ
は
っ八
公こ
う

と
い
い
、
お
め
で
た
い
時
や
改
ま
っ
た

時
な
ど
に
行
う
も
の
だ
と
丁
那
さ
ん
に
教
え
て

頂
く
。
そ
う
い
え
ば
松
と
言
う
字
を
分
解
す
れ

ば
十
八
公
と
な
る
。
連
句
も
な
か
な
か
奥
が
深

い
。発

句
は
予
め
正
客
の
侃
が
詠
み
、
脇
を
草
馬

さ
ん
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
三
句
目
か
ら
は
連
衆

が
順
次
付
句
を
付
け
て
い
く
。

　
　

十
八
公

も
の
の
芽
や
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
の
水
の
音侃

蝶
の
導
く
紫
折
戸
の
先

草
馬

加
わ
り
白
湯
を
い
た
だ
く
。
窓
か
ら
は
隣
地
の

養
雲
寺
の
桜
の
高
木
が
望
ま
れ
る
が
、
あ
い
に

く
今
年
は
開
花
が
遅
く
、
ま
だ
数
輪
花
が
春
の

訪
れ
を
伝
え
る
だ
け
。
満
開
の
時
に
は
花
の
雲

の
下
で
の
お
茶
会
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

待
合
の
床
は
「
春
の
水
ゆ
る
ゆ
る
流
れ
き
て
早

し
」
の
掛
物
。
お
地
蔵
様
の
俳
画
が
添
え
ら
れ

て
い
る
。

正
客
か
ら
順
次
腰
掛
待
合
に
席
を
移
し
亭
主

の
迎
付
を
待
つ
。
こ
の
頃
に
な
る
と
朝
方
の
雨

も
上
が
り
、
茶
庭
の
緑
が
一
層
風
情
を
増
し
て

い
る
。
心
な
し
か
池
の
水
量
も
増
え
、
池
の
鯉

も
活
発
に
動
き
ま
わ
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
静
か

に
路
地
の
風
情
を
楽
し
ん
で
い
る
と
本
日
の
亭

主
田
畑
宗
勝
さ
ん
が
迎
付
に
出
て
こ
ら
れ
、
お

客
の
皆
さ
ん
は
飛
び
石
を
渡
り
、
手
水
を
使
っ

た
あ
と
、
躙
戸
を
開
け
順
次
席
入
り
を
す
る
。

東
京
の
開
花
宣
言
が
な
さ
れ
た
と
は
い
え
、

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
（
土
）
の
小
田
急
線

町
田
駅
は
、
小
雨
が
ぱ
ら
つ
き
肌
寒
さ
を
感
じ

る
天
候
で
し
た
。
本
日
の
俳
諧
茶
事
の
招
待
を

う
け
た
佛
渕
雀
羅
さ
ん
、
浅
賀
丁
那
さ
ん
、
松

澤
龍
一
さ
ん
、
木
之
下
み
な
み
さ
ん
、
そ
し
て

筆
者
の
私
は
三
々
五
々
町
田
駅
に
集
ま
り
、
本

日
の
席
主
飯
島
宗
弘
さ
ん
の
待
つ
芳
樹
庵
に
向

か
っ
た
。

俳
諧
茶
事
と
は
、
俳
句
や
川
柳
の
原
点
で
あ

る
連
句
と
茶
の
湯
の
も
っ
と
も
大
切
な
根
幹
と

な
る
茶
事
と
が
融
合
し
た
も
の
。
今
回
は
茶
事

の
な
か
で
も
、
正
式
厳
粛
な
「
正
午
の
茶
事
」

で
俳
諧
茶
事
が
行
わ
れ
る
。

飯
島
宅
に
到
着
し
た
客
は
ま
ず
待
合
に
通

り
、
身
支
度
を
整
え
る
。
そ
し
て
席
主
の
高
弟

で
今
回
席
を
ご
一
緒
さ
れ
る
敷
山
草
馬
さ
ん
も

随 想 俳諧の茶事

俳
諧
の
茶
事

　

三
浦　

侃
（
75
期
）

本席の掛軸
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俳
諧
と
茶
の
湯
に
関
し
て
の
話
題
は
、
尽
き

る
こ
と
な
く
和
や
か
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、

気
が
付
く
と
夕
闇
が
迫
る
頃
と
な
っ
て
い
た
。

座
を
参
加
者
全
体
で
盛
上
げ
、
そ
の
ひ
と
時
を

楽
し
む
連
句
と
茶
道
の
神
髄
に
少
し
触
れ
る
こ

と
が
出
来
た
よ
う
な
一
日
で
あ
っ
た
。
あ
ら
た

め
て
本
茶
席
を
お
作
り
頂
い
た
皆
様
、
連
句
に

ご
参
加
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

筆
を
置
き
ま
す
。
一
期
一
会
。

春
の
訪
れ
を
喜
ぶ
気
持

ち
が
溢
れ
た
道
具
組
。
席

主
の
演
出
が
心
憎
い
。
後

炭
、
薄
茶
点
前
と
茶
事
は

進
む
頃
、
連
句
も
い
よ
い

よ
終
盤
を
迎
え
る
。

こ
の
あ
た
り
金
の
印

　

章
出
た
と
聞
き

丁
那

お
さ
げ
の
少
女
ふ
ら

　

こ
こ
で
飛
ぶ

龍
一

み
仏
の
笑
み
持
つ
母
の
花
暦

侃

数
式
を
解
く
囀
り
の
中

み
な
み

め
で
た
く
十
八
公
一
巻
が
巻
き
上
が
っ
た
。

披
講
を
聴
い
て
い
る
連
衆
の
顔
に
は
安
堵
と
満

足
感
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
茶
事
の
方
も
薄
茶
点

前
は
終
わ
り
、
席
主
の
飯
島
宗
弘
さ
ん
と
お
手

伝
い
を
さ
れ
た
亀
田
宗
和
さ
ん
、
中
田
宗
美
さ

ん
も
席
に
入
ら
れ
和
や
か
に
歓
談
の
時
を
楽
し

む
。
お
薄
点
前
の
主
な
道
具
組
み
は

棗　

吹
雪　

中
村
湖
彩
作　

春
の
野　

　

主
茶
碗
九
谷
焼　

桜

　

替
茶
碗
萩
焼

　
　
　
　

京
焼　

夜
桜

　

薄
茶　

宝
尽
の
白　

伊
藤
園
詰

　

干
菓
子
花
か
が
り　

鶴
屋
吉
信
製

　
　
　
　

和
三
盆　

伊
藤
園
製

（
亀
屋
製
さ
く
ら
饅
頭
）
を
い
た
だ
き
仲
立
と

な
る
。

雨
も
上
が
っ
た
腰
掛
待
合
の
路
地
は
、
緑
が

一
層
鮮
や
か
さ
を
増
し
た
よ
う
で
あ
る
。
後
入

り
の
合
図
の
銅
鑼
が
打
た
れ
席
入
り
と
な
る
。

後
座
は
軸
が
外
さ
れ
、
利
休
梅
と
椿
が
竹
の

花
入
れ
に
活
け
ら
れ
て
い
る
。
連
句
も
名
残
の

折
に
入
り
、
捌
の
雀
羅
さ
ん
の
助
言
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
お
の
お
の
短
冊
に
付
句
を
墨
書
す

る
。
左
手
に
短
冊
を
持
ち
、
馴
れ
な
い
筆
に
四

苦
八
苦
の
連
客
も
い
る
。

涼
し
げ
な
声
響
か
せ
る
君
の
名
は

丁
那

嘘
つ
く
時
も
夫
唱
婦
随
で

草
馬

茶
稽
古
の
き
り
り
と
締
め
る
博
多
帯み

な
み

玄
界
灘
の
雪
を
見
に
ゆ
く

雀
羅

茶
事
は
濃
茶
。
張
り
詰
め
た
静
寂
の
中
亭
主

が
濃
茶
を
練
っ
て
ゆ
く
。
や
が
て
客
は
良
質
で

上
品
な
香
り
と
甘
み
も
感
じ
る
ま
ろ
や
か
な
味

わ
い
を
楽
し
む
。

濃
茶
を
い
た
だ
い
た
後
お
道
具
を
拝
見
。

水
指　

檜
原
焼　

加
藤
明
誠
造

茶
入　

大
海　

桶
谷
定
一
造

仕
服　

利
休
梅

茶
杓　

長
谷
川
寛
州
老
師
作 

銘
花
暦

茶
碗　

鼠
志
野　

晴
雲
作

濃
茶　

万
暦
の
昔　

伊
藤
園
詰

学
舎
の
窓
辺
を
覗
く
望
の
月

龍
一

親
に
は
ぐ
れ
て
鶉
鳴
く
な
り

み
な
み

曲
り
尾
の
猫
の
立
ち
寄
る
檸
檬
の
木草

馬

チ
ン
ド
ン
屋
に
も
後
継
ぎ
が
で
き

雀
羅

ア
ド
バ
ル
ン
浮
世
の
こ
と
は
知
ら
ぬ
顔侃

ビ
ル
屋
上
に
ビ
ー
ル
飲
み
干
し

龍
一

御
飯
が
炊
け
る
ま
で
ご
亭
主
の
心
の
こ
も
っ

た
お
進
肴
が
供
さ
れ
る
。
蕗
、
筍
、
木
の
芽
と

合
わ
せ
た
豚
角
煮
。
椎
茸
、
人
参
、
菜
の
花
の

白
和
え
。
烏
賊
、
独
活
と
若
布
の
酢
の
物
。
春

の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
取
り
合
わ
せ
に
な
っ
て

い
る
。

い
よ
い
よ
御
飯
が
炊
き
あ
が
り
、
釜
の
蓋
を

開
け
る
と
馥
郁
と
し
た
香
が
茶
席
を
包
み
込
ん

で
く
れ
る
。
道
明
寺
真
薯
の
湯
葉
巻
の
煮
物
椀

に
は
蕗
、
筍
そ
し
て
桜
と
春
が
い
っ
ぱ
い
。
焼

物
は
鰆
の
山
椒
味
噌
焼
。

季
節
が
溢
れ
た
海
の
も
の
、
山
の
も
の
を
心

を
こ
め
て
供
さ
れ
た
本
日
の
膳
。
心
ま
で
満
ち

足
り
た
最
高
の
贅
沢
な
お
も
て
な
し
で
し
た
。

湯
と
香
の
物
で
湯
漬
け
を
い
た
だ
き
、
器
を

懐
紙
で
清
め
、
正
客
の
合
図
で
一
斉
に
箸
を
膳

の
内
側
に
落
す
。
コ
ト
ッ
と
い
う
箸
の
落
ち
る

音
が
懐
石
の
終
わ
り
を
告
げ
て
い
る
。
主
菓
子

随 想 俳諧の茶事

三
浦
　
侃

（M
IU

RA
, T

suyoshi

）

昭
和
四
十
二
年
三
月
経
済
学
部
卒
業
（
七
五
期
）

塚
谷
ゼ
ミ
（
日
本
経
済
史
）

茶
道
研
究
会
に
所
属
、
塩
月
弥
栄
子
先
生
に
師
事
。

現
在
、
俳
句
結
社
「
軸
」
同
人
。
現
代
俳
句
協
会
会
員

全
国
俳
誌
協
会
会
員

野
田
市
連
句
会
会
員

待合掛軸
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〈
大
学
時
代
〉

　

大
学
時
代
は
、
東
都
大
学
野
球
の
万
年
2
部

で
し
た
。
大
学
2
年
生
の
時
に
竹
田
監
督
（
現

総
監
督
）
が
着
任
さ
れ
て
野
球
部
を
改
革
し
ま

し
た
。
竹
田
監
督
に
な
り
、
厳
し
い
練
習
を
覚

悟
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム
で
の
授
業
が
多
く
、
練
習
時
間
よ
り

も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
時
間
の
方
が
長
か
っ
た
で

す
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
基
礎
を
学
ん
だ
後

に
、
自
分
の
考
え
を
自
分
の
言
葉
で
言
わ
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
最
初
は
大
変
で
し
た

が
、
慣
れ
て
く
る
と
様
々
な
こ
と
に
自
然
に
気

が
付
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
野
球
は
、
リ
ー
グ
戦
な
の
で
、
負
け
る

　

院
友
経
済
会
の
平
成
29
年
度
定
例
総
会
に
あ

わ
せ
て
「
院
友
経
済
会
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
を
平

成
29
年
11
月
18
日
（
土
）
15
時
よ
り
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
２
１
０
４
教
室
に
お
い
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

近
年
で
は
、
本
会
に
ま
つ
わ
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
界
で
ご
活
躍
の
卒
業
生
に
ご

講
演
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す

が
、
今
年
度
は
趣
向
を
変
え
て
、
実
業
団
・
プ

ロ
野
球
で
活
躍
さ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
Ｗ
Ｂ

Ｃ
（
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ

ク
）
に
も
出
場
さ
れ
た
、
渡
辺
俊
介
氏
（
107
期

哲
学
科
卒
）
を
お
招
き
し
て
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
司
会
進
行
は
、
元
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
宮
田
統
樹
氏
（
73
期
政
経
学
部

卒
）
に
お
願
い
を
し
、
お
二
人
の
軽
妙
か
つ
内

容
の
濃
い
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
全
て
の
内
容
を
網
羅
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
中
で
も
特
に
印
象
に

残
っ
た
内
容
を
渡
辺
氏
の
キ
ャ
リ
ア
の
時
系
列

に
沿
っ
て
、
記
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

〈
高
校
時
代
〉

　

國
學
院
大
學
栃
木
高
校
で
2
番
手
ピ
ッ
チ
ャ

ー
で
し
た
。
同
じ
チ
ー
ム
に
エ
ー
ス
・
4
番
で

キ
ャ
プ
テ
ン
の
小
関
選
手
（
後
に
西
武
ラ
イ
オ

ン
ズ
・
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
・
横
浜
ベ
イ
ス
タ

ー
ズ
で
活
躍
）
が
い
た
他
に
も
ド
ラ
フ
ト
候
補

が
5
人
位
い
ま
し
た
。
本
気
で
日
本
一
を
目
指

せ
る
チ
ー
ム
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
夏
の

甲
子
園
予
選
3
回
戦
で
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
高
校
野
球
が
リ
ー
グ
戦
だ
っ
た
ら
日
本
一

に
な
れ
る
チ
ー
ム
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
一

発
勝
負
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
の
難
し
さ
を
知
り

ま
し
た
。

　

日
本
の
野
球
フ
ァ
ン
は
、
明
日
が
無
い
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
の
戦
い
が
好
き
だ
と
思
い
ま
す
。
世

界
中
で
高
校
ス
ポ
ー
ツ
に
こ
こ
ま
で
注
目
す
る

国
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
注
目
さ
れ

る
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
出
来
る
と
い
う
こ
と
は

大
切
で
は
あ
り
ま
す
が
、
怪
我
や
高
校
時
代
に

注
目
さ
れ
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
そ
の
後
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
で
失
敗
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い
う
問

題
点
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
高
校
野
球
の

問
題
点
を
改
善
し
て
い
か
な
い
と
、
い
ず
れ
日

本
の
野
球
は
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
に
飲
み
込
ま
れ

て
し
ま
う
と
い
う
危
惧
を
海
外
で
野
球
を
し
た

こ
と
が
あ
る
仲
間
は
持
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
野
球
で
は
、
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
毎
日
維
持
し
て
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
戦
い
を

一
年
続
け
る
と
い
う
の
は
体
が
も
ち
ま
せ
ん
。

か
と
い
っ
て
、
試
合
数
が
少
な
い
と
収
入
が
減

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
し

な
い
と
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
は
衰
退
し
て
し
ま
う

と
い
う
危
惧
も
あ
り
ま
す
。

　

今
私
が
社
会
人
野
球
に
戻
っ
て
き
た
の
も
、

唯
一
大
人
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
野
球
人
生
を
賭

け
て
戦
う
場
所
が
社
会
人
野
球
で
あ
る
か
ら
で

す
。

院友経済会企画　スペシャルトークショー
～元千葉ロッテマリーンズ：渡辺俊介投手を迎えて～

平成29年11月18日（土）15：00 〜 16：00
渋谷キャンパス2104教室

報告：院友経済会理事　広瀬 健一（109期経済学部）

院友経済会企画　スペシャルトークショーEVENT
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こ
と
も
出
来
ま
す
が
、
勝
ち
に
つ
な
が
る
負
け

方
、
次
に
つ
な
が
る
負
け
方
に
ど
の
よ
う
に
す

る
か
を
指
揮
官
は
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。

〈
実
業
団
時
代
〉

　

新
日
本
製
鐵
君
津
の
実
業
団
時
代
に
、
た
ま

た
ま
先
輩
の
代
わ
り
に
投
げ
た
試
合
で
活
躍
す

る
こ
と
が
出
来
、
そ
こ
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
、
プ
ロ
入
り
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ
の

試
合
で
負
け
て
い
た
ら
今
の
私
は
い
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

実
業
団
時
代
に
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
壮
行
会
に
総
理
大
臣
が
来
て
、
挨
拶
を

さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
時
に
国
を
背
負
っ
て
い

る
ん
だ
と
意
識
し
ま
し
た
。
一
方
で
Ｗ
Ｂ
Ｃ
は

野
球
の
大
会
な
の
で
、
国
を
背
負
っ
て
い
る
と

い
う
よ
り
、
日
本
の
野
球
フ
ァ
ン
や
日
本
の
野

球
の
意
地
と
い
う
意
識
の
方
が
強
か
っ
た
で

す
。

　

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
は
、
現
地
で

野
球
場
が
足
り
ず
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
に
柵
を
作

っ
て
急
き
ょ
野
球
場
に
し
て
い
ま
し
た
。
観
客

も
野
球
を
知
ら
な
い
人
が
多
く
、
試
合
を
し
て

い
て
も
緊
張
感
が
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
カ
メ

ラ
を
通
じ
て
日
本
で
沢
山
の
人
が
見
て
い
る
と

い
う
目
に
見
え
な
い
緊
張
感
は
あ
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
野
球
選
手
に
は
子
供
の
頃
か
ら
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
実
的
に
プ
ロ
を

目
指
し
て
も
良
い
と
思
っ
た
の
が
、
シ
ド
ニ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
で
し
た
。
プ
ロ
野
球
の
選

手
と
プ
レ
ー
を
し
て
、
そ
れ
程
の
差
を
感
じ
な

か
っ
た
こ
と
と
、
プ
ロ
の
選
手
に
今
の
ボ
ー
ル

は
プ
ロ
で
も
通
用
す
る
ぞ
と
言
わ
れ
た
こ
と
が

自
信
に
な
り
ま
し
た
。

〈
プ
ロ
野
球
時
代
〉

　

ド
ラ
フ
ト
4
位
で
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

に
入
団
し
ま
し
た
が
、
最
初
は
な
か
な
か
勝
て

な
く
て
苦
労
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
ア
ン
ダ
ー

ス
ロ
ー
の
手
本
が
あ
ま
り
い
な
か
っ
た
の
で
、

ど
う
す
れ
ば
バ
ッ
タ
ー
を
抑
え
ら
れ
る
の
か
と

い
う
研
究
に
苦
労
し
ま
し
た
。
こ
の
研
究
も
、

プ
ロ
で
は
誰
か
に
聞
く
と
い
う
の
で
は
な
く
、

自
分
で
答
え
を
見
つ
け
て
い
く
と
い
う
作
業
が

多
か
っ
た
で
す
。
こ
の
時
、
同
じ
タ
イ
プ
の
ピ

ッ
チ
ャ
ー
で
は
な
く
、
1
軍
で
ず
っ
と
活
躍
し

て
い
る
ピ
ッ
チ
ャ
ー
か
ら
、
な
ん
で
抑
え
ら
れ

る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
ヒ
ン
ト
を
も
ら
う
よ
う

に
な
っ
て
勝
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
が
結
果
的
に
自
身

の
フ
ォ
ー
ム
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
た
だ
速

い
球
を
投
げ
る
の
で
は
な
く
、
ど
う
や
っ
た
ら

打
た
れ
な
い
の
か
？
試
合
を
作
る
こ
と
が
出
来

る
の
か
を
バ
ッ
タ
ー
目
線
で
考
え
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
プ
ロ
に
な
っ
て
か
ら
気
が
付
き
ま

し
た
。
ま
た
、
プ
ロ
で
は
勝
ち
星
よ
り
も
自
分

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
勝
ち
星
に
こ
だ
わ
る
と
欲
が

出
過
ぎ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　

２
０
０
６
年
に
Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
代
表
に
選
ば
れ
た

時
は
、
代
表
選
考
も
シ
ー
ズ
ン
中
に
慌
た
だ
し

く
行
っ
て
い
た
の
で
、
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ

ー
ク
ス
と
の
試
合
前
練
習
中
に
福
岡
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
練
習
を
見
て
い
た
ら
王
監
督

が
歩
い
て
こ
ら
れ
て
、
い
き
な
り
「
Ｗ
Ｂ
Ｃ
宜

し
く
な
」
と
握
手
さ
れ
、
そ
の
場
で
出
場
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
６
年
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
時
は
ア
メ
リ
カ
で

野
球
が
出
来
る
と
い
う
高
揚
感
と
、
日
本
人
が

沢
山
応
援
に
来
て
く
れ
て
い
た
こ
と
で
、
楽
し

さ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
２
０
０
９
年

の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
時
は
、
絶
対
に
優
勝
し
て
来
い
と

い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

　

２
０
０
６
年
の
時
は
、
憧
れ
の
海
外
選
手
が

目
の
前
に
い
る
こ
と
で
日
本
の
ベ
ン
チ
が
雰
囲

気
に
飲
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
イ
チ
ロ
ー
選
手

の
先
頭
打
者
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
日
本
ベ
ン
チ
の
雰

司会：宮田統樹氏（73期政経）
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囲
気
が
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ブ
・
デ
ー

ビ
ッ
ト
ソ
ン
審
判
に
よ
る
タ
ッ
チ
ア
ッ
プ
判
定

に
関
す
る
世
紀
の
誤
審
が
あ
り
、
憧
れ
だ
っ
た

ア
メ
リ
カ
の
野
球
に
対
し
て
、
怒
り
に
近
い
感

情
で
チ
ー
ム
が
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
ア
メ
リ
カ
対
メ
キ
シ
コ
戦
で
メ
キ

シ
コ
が
ア
メ
リ
カ
に
負
け
る
と
日
本
の
敗
退
が

決
ま
る
と
い
う
状
況
で
、
メ
キ
シ
コ
が
ポ
ー
ル

直
撃
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
た
の
に
、
ボ
ブ
・

デ
ー
ビ
ッ
ト
ソ
ン
審
判
が
2
塁
打
と
判
定
し
、

メ
キ
シ
コ
チ
ー
ム
の
闘
志
に
火
が
つ
い
て
ア
メ

リ
カ
に
勝
ち
ま
し
た
。
ボ
ブ
・
デ
ー
ビ
ッ
ト
ソ

ン
審
判
の
お
蔭
で
日
本
は
優
勝
出
来
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

　

ア
メ
リ
カ
に
い
る
時
は
、
日
本
が
盛
り
上
が

っ
て
い
る
と
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
優
勝
し
て

帰
国
し
た
ら
、
日
本
国
内
の
盛
り
上
が
り
に
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

〈
海
外
へ
の
挑
戦
〉

　

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
海
外
選
手
と
対

戦
す
る
感
覚
を
知
っ
た
こ
と
と
、
千
葉
ロ
ッ
テ

マ
リ
ー
ン
ズ
で
ア
メ
リ
カ
野
球
と
日
本
野
球
の

融
合
を
体
現
し
て
い
た
ボ
ビ
ー
・
バ
レ
ン
タ
イ

ン
監
督
と
出
会
っ
た
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
の
野

球
の
考
え
方
に
惹
か
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
野
球
を

や
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

メ
ジ
ャ
ー
に
挑
戦
し
た
際
は
、
打
た
れ
る
の

は
球
が
遅
い
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
た

め
、
私
の
球
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
こ
と
が
厳
し

か
っ
た
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
、
選
手
の
ス
ピ
ー

ド
・
変
化
球
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
体
力
等
を
細

か
く
数
値
化
し
、
全
球
団
の
Ｇ
Ｍ
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

独
立
リ
ー
グ
で
は
、
給
料
や
住
居
等
が
ア
メ

リ
カ
の
ト
リ
プ
ル
Ａ
と
ほ
ぼ
同
じ
扱
い
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
選
手
同
士
仲
が
良
く
、
お
互
い

に
髪
を
切
り
合
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
試
合

中
に
炊
飯
器
を
セ
ッ
ト
し
て
試
合
後
に
米
を
食

べ
よ
う
と
思
っ
て
い
て
も
他
の
選
手
が
炊
飯
中

に
勝
手
に
炊
飯
器
を
開
け
て
し
ま
い
、
米
が
台

無
し
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
テ
ー
ピ
ン
グ
で

炊
飯
器
を
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
て
開
け
ら
れ
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
暑
が
り
の

選
手
が
多
く
、
移
動
の
バ
ス
や
ホ
テ
ル
の
部
屋

が
寒
い
の
が
大
変
で
し
た
。

　

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
リ
ー
グ
は
、
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
選
手
が
来

る
の
で
、
チ
ー
ム
の
半
分
が
現
役
の
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
ガ
ー
で
し
た
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
は
野
球
の

人
気
が
あ
り
、
毎
試
合
2
万
人
位
観
客
が
来
て

お
り
、
給
料
も
日
本
の
プ
ロ
野
球
の
2
軍
よ
り

も
数
倍
良
か
っ
た
で
す
。
全
国
ネ
ッ
ト
で
試
合

を
中
継
し
て
い
る
の
で
、
2
試
合
位
先
発
登
板

を
す
る
と
町
中
の
人
が
私
の
事
を
知
っ
て
い
る

状
態
で
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ジ
ア
人
に
対
す
る
差
別
表
現
を
さ

れ
た
り
、
中
国
人
の
蔑
称
で
呼
ば
れ
た
り
し
ま

し
た
。
日
本
人
で
あ
る
と
主
張
し
て
も
ア
ジ
ア

人
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
で
、
日
本
人
で
あ
る
こ

と
の
主
張
よ
り
も
私
は
こ
う
い
う
人
間
な
ん
だ

と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

　

海
外
で
は
、
人
の
話
を
聞
く
こ
と
と
、
自
分

の
伝
え
た
い
こ
と
を
言
う
こ
と
、
こ
れ
が
出
来

な
い
と
自
分
の
居
場
所
が
な
く
な
り
ま
す
。
新

参
者
だ
か
ら
と
隅
で
大
人
し
く
し
て
い
よ
う
と

思
っ
て
い
る
と
、
い
つ
ま
で
も
求
め
て
も
ら
え

ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
の
話
の
腰
を
折
っ
て
話
す

人
が
嫌
わ
れ
る
の
で
、
小
学
生
が
話
し
か
け
て

来
て
も
、
最
後
ま
で
話
を
し
っ
か
り
と
聞
く
と

い
う
姿
勢
が
印
象
的
で
し
た
。

〈
質
疑
応
答
〉

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
引
き
続
き
、
会
場
か
ら
の

質
問
コ
ー
ナ
ー
に
な
り
、
活
発
な
質
疑
応
答
に

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
質
疑
応
答
の
中
か

ら
印
象
に
残
っ
た
も
の
を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

質
問
：
ア
ン
ダ
ー
ス
ロ
ー
と
い
う
、
見
本
が
少

な
い
フ
ォ
ー
ム
で
投
げ
る
中
で
、
答
え
を
手
探

り
で
探
す
苦
労
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
た
の

で
し
ょ
う
か
？

渡
辺
：
中
学
校
時
代
は
3
番
手
、
高
校
時
代
は

ベ
ン
チ
入
り
し
た
だ
け
で
喜
ん
で
い
た
の
で
、

私
は
、
自
分
自
身
に
期
待
し
て
い
ま
せ
ん
。
ち

ょ
っ
と
頑
張
れ
ば
出
来
そ
う
な
小
さ
な
目
標
を

少
し
ず
つ
作
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
挫
折
・

苦
労
と
い
う
感
覚
を
持
た
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
や
り
た
い
こ
と
よ
り
も
、
自
分



21　院友経済 2018

院友経済会企画　スペシャルトークショーEVENT

の
特
徴
を
活
か
せ
る
こ
と
、
自
分
の
特
徴
を
ど

う
活
か
し
た
ら
必
要
と
さ
れ
る
人
間
に
な
れ
る

か
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
頑
張
っ
て
き
ま
し

た
。

質
問
：
甲
子
園
を
目
指
す
高
校
球
児
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

渡
辺
：
高
校
野
球
は
、
名
門
校
と
対
戦
す
る
こ

と
も
多
く
、
対
戦
相
手
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
雰

囲
気
に
飲
ま
れ
て
し
ま
い
、
力
を
発
揮
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
発
勝
負
の
高
校
野
球

で
は
、
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
を
変
え
ら
れ
る
選
手

が
チ
ー
ム
に
い
る
か
ど
う
か
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

質
問
：
緊
張
す
る
場
面
を
ど
の
よ
う
に
克
服
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

渡
辺
：
緊
張
は
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

緊
張
は
集
中
力
を
保
つ
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

の
で
、
緊
張
感
を
集
中
に
変
え
、
ど
の
よ
う
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
私
は
、
試
合
の
3
日
前
か
ら
試
合
に
向
け

た
準
備
を
し
、こ
れ
だ
け
準
備
し
た
の
だ
か
ら
、

2
・
3
点
取
れ
ら
れ
て
も
諦
め
た
く
な
い
と
い

う
粘
り
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
準
備
の

段
階
か
ら
喜
怒
哀
楽
を
極
力
出
さ
な
い
よ
う
に

し
、
自
身
の
感
情
を
抑
え
る
こ
と
に
よ
り
、
試

合
の
日
の
集
中
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
最
後
に
は
、
会
場
向
け
に

「
私
は
、
渋
谷
と
い
う
地
で
学
ん
だ
こ
と
で
、

世
界
で
臆
す
る
こ
と
な
く
堂
々
と
し
て
い
ら
れ

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
に
は
、
大
学
や
街
か
ら
学

ん
で
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
中
で
活
躍
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。」
と
い
う
熱
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
始
ま
る
ま
で
は
、
当
然
野

球
の
話
が
中
心
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
実
際
に
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
聞
い
て
い
る
と

学
生
に
と
っ
て
は
学
生
生
活
や
今
後
の
就
職
活

動
、
社
会
人
に
と
っ
て
は
仕
事
を
す
る
上
で
の

心
構
え
や
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え

る
ヒ
ン
ト
が
沢
山
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

海
外
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
こ
れ
か
ら
の
国
際

化
社
会
に
向
け
、非
常
に
貴
重
な
お
話
で
し
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
終
了
後
は
、
サ
イ
ン
及
び
記
念

撮
影
を
求
め
る
参
加
者
が
列
を
作
り
ま
し
た

が
、
快
く
全
員
に
ご
対
応
頂
き
ま
し
た
。
中
に

は
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
時
代
の
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
を
着
て
来
た
参
加
者
も
お
り
、
渡
辺
氏

の
フ
ァ
ン
の
多
さ
を
感
じ
さ
せ
る
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
で
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
、
渡
辺
俊
介
氏
と

素
晴
ら
し
い
司
会
を
務
め
て
頂
き
ま
し
た
宮
田

統
樹
氏
に
感
謝
の
意
を
込
め
て
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

の
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

渡
辺
　
俊
介

（W
A

T
A

N
A

BE, Shunsuke

）

１
９
７
６
年
8
月
生
ま
れ　

107
期
哲
学
科
卒

栃
木
県
下
都
賀
郡
都
賀
町
（
現
：
栃
木
市
）
出
身
。

國
學
院
大
學
栃
木
高
校
を
経
て
、
１
９
９
５
年
國
學

院
大
學
文
学
部
哲
学
科
に
入
学
と
共
に
硬
式
野
球
部

で
活
躍
。

１
９
９
９
年
社
会
人
野
球
の
新
日
本
製
鐵
君
津
に
入

社
し
、
２
０
０
０
年
に
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
野

球
）
の
日
本
代
表
選
手
と
し
て
出
場
。

２
０
０
１
年
か
ら
２
０
１
３
年
ま
で
、
プ
ロ
球
団
の

千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
に
所
属
。

２
０
０
６
年
、
２
０
０
９
年
に
Ｗ
Ｂ
Ｃ
日
本
代
表
と

し
て
2
大
会
連
続
で
出
場
。

２
０
１
４
年
に
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
に
挑
戦
の
為
、
レ

ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
の
ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
に
招
待
選

手
と
し
て
参
加
。

２
０
１
４
年
・
２
０
１
５
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
・
独

立
リ
ー
グ
の
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
・
バ
ー
ン
ス
ト
ー
マ
ー

ズ
や
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
レ
オ
ネ
ス 

デ
ル 

カ
ラ
カ
ス
で
ウ

ィ
ン
タ
ー
リ
ー
グ
の
プ
レ
ー
を
経
験
し
た
。

２
０
１
５
年
12
月
1
日
か
ら
は
、
新
日
本
製
鐵
君
津

の
後
継
チ
ー
ム
・
新
日
鐵
住
金
か
ず
さ
マ
ジ
ッ
ク
に

コ
ー
チ
兼
投
手
と
し
て
在
籍
。

２
０
１
６
年
か
ら
は
、
同
チ
ー
ム
で
現
役
生
活
を
続

け
な
が
ら
、
野
球
解
説
者
と
し
て
も
活
動
し
て
い
る
。

世
界
一
低
い
と
言
わ
れ
る
ア
ン
ダ
ー
ス
ロ
ー
が
特
徴

で
、
通
称
は
「
ミ
ス
タ
ー
サ
ブ
マ
リ
ン
」。

宮
田
　
統
樹

（M
IY

A
T

A
, N

obuki

）

73
期
政
経
学
部
卒

１
９
７
６
年
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
に
入
社
後
、
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
と
し
て
プ
ロ
野
球
、
競
馬
の
実
況
を
担
当
。
２

０
０
１
年
に
フ
リ
ー
と
な
り
、
76
歳
の
現
在
も
現
役

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

渡辺俊介氏の著書：アンダースロー論
2006年光文社新書　定価（本体700円＋税）
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母校への応援・応援メッセージ募金NEWS & TOPICS

陸上競技部　第94回箱根駅伝　総合14位
　今年の箱根駅伝も選手たちの熱い走りが感動を与えてくれました。その中で経済学部所属の選手たちを紹介い
たします。次回もまた予選会からとなりますが、箱根を経験した 2 年生の活躍が非常に楽しみです。

いつも母校への温かい応援をありがとうございます。

1 区 浦野雄平君（経営 2 年）
区間順位 2 位
各大学のエース級の選手がそろう 1区で圧巻の走
りを見せ、本学歴代最高順位の 2位で襷を渡しま
した。

5 区 河野敢太君（経営 4 年）
区間順位 18 位
山登り候補がいない中、一番苦しい役割を担って
走り、なんとか相手が見える位置で走り切ってく
れました。

3 区 青木祐人君（経済ネットワーキング 2 年）
区間順位 5 位
18位で襷を受け取ると、他を寄せ付けない走りで
14位まで順位を押し上げました。

10 区 江島崚太君（経済 3 年）
区間順位 5 位
前の区間で襷がつながらないアクシデントがあり
ましたが、諦めることなく前を追い続け、一つ順
位を上げました。
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NEWS & TOPICS 母校への応援・応援メッセージ募金

硬式野球部

平成29年度　寄付者一覧 平成29年度　年度会費納入者一覧
一口100円　単位：百円 会費1,000円

卒期 氏　　　名
74 佐　藤　寿　雄
78 片　桐　二　郎

80
谷　内　克　郎
辻　村　　　昭
橋　本　民　夫

88 佐　藤　誠　博
96 手　嶋　謙二郎
99 中　村　大　介

期 氏　　　名 口数
61 島　村　　　宏 100

65
森　　　静　雄 100
赤　木　正　憲 50

69 岩　埜　敬　一 30

72
髙　阪　盛　男 100
間々田　恒　臣 30
和　田　　　淳 10

73
岡　前　凱　充 20
青　木　宏　之 10
三　浦　武　士 10

74

大　塚　　　勤 80
棚　橋　鎌　次 30
穂戸田　久　雄 20
上　田　常　雄 10
佐　藤　寿　雄 10

76 笠　原　三　郎 100
79 山　田　忠　昭 10 （以上33名）

（以上16名）

今期（平成 29 年 1 月〜 12 月）は、下記会員の皆様から、ご寄付・年度会費を頂戴いたしましたことをご報告いたします。
院友経済会より心より感謝申し上げます。（平成 28 年 12 月 31 日現在）（※敬称略）

※「年度会費（年間＝ 1,000 円）」 納入についてのお願い・・・終身会費納入者
を除きます。
院友経済会の活動は、会員の皆様の会費で運営されています。
院友会とは別に納入をお願いしておりますので、当会の活動をご理解の上、
是非ともご協力をいただきますようお願い申し上げます。

卒期 氏　　　名

108
佐　野　真　之
益　本　博　之

109 広　瀬　健　一
111 林　　　紅　花
114 大　矢　英　広
118 鈴　木　一　匡
119 中　澤　竜　也
120 関　　　祥　子

期 氏　　　名 口数

80
林　　　和　成 80
加　藤　元　茂 30
戸　川　二　郎 30

81 坂　本　真佐人 10
82 泉　澤　　　博 50
83 石　塚　秀　一 10
84 青　木　正　子 30
88 橋　本　憲市郎 30
99 中　村　大　介 20
101 古　澤　　　繁 10
104 和　智　恵　一 40

108
益　本　博　之 40
佐　野　真　之 20

109 広　瀬　健　一 20
114 大　矢　英　広 20
118 鈴　木　一　匡 20

平成 29 年度　東都大学春季リーグ　第 2 位（7 勝 5 敗 1 分　勝ち点 3）
　東都大学秋季リーグ　第 4 位（8 勝 7 敗　勝ち点 3）

春、秋ともあと一歩というところで惜
敗し、優勝を逃しています。その中で
山﨑　剛君（経営 4年）が東北楽天イー
グルスからドラフト 3位指名を受け、
プロ野球の世界に飛び立ちます。

山﨑　剛君（経営4年）

応援メッセージ募金のお知らせ
皆さまの応援メッセージが母校ホームページに掲載され、そして直接学生に届きます。メッセージ

の掲載はワンコイン（500 円）から可能です。ぜひ学生に向けて、皆さまの熱い応援メッセージを

お寄せください。詳しくは母校ホームページまで。http://www.kokugakuin.ac.jp
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平成29年度　定例総会事務局だより

【
第
一
号
議
案
】　
　

平
成
29
年
度
事
業
報
告

及
び
決
算
・
監
査
報
告
（
別
表
１
）
承
認
の
件

　

院
友
経
済
会
（
旧
院
友
政
経
会
）
発
足
60
周
年
並
び
に

経
済
学
部
開
設
50
周
年
（
政
経
学
部
65
周
年
）
を
経
て
、

今
年
度
は
大
学
、
経
済
学
部
、
院
友
会
と
の
関
係
を
密
に

保
ち
な
が
ら
、
特
に
卒
業
後
に
新
規
会
員
と
な
る
在
学
生

に
対
し
、
積
極
的
な
支
援
と
言
う
形
で
ア
プ
ロ
ー
チ
を
心

が
け
た
。
ま
た
、総
会
及
び
懇
親
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

会
員
の
参
加
者
増
を
図
る
た
め
に
検
討
を
重
ね
た
。

　

平
成
29
年
度
の
主
な
活
動
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
総
会
の
開
催

・
総
会
は
、
平
成
28
年
10
月
15
日
、
母
校
の
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
の
中
で
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
３
５
０
４
教
室

に
て
開
催
し
、
各
議
案
は
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
た
。

例
年
総
会
後
に
懇
親
会
を
開
催
し
て
い
た
が
、
今
年

は
本
会
及
び
経
済
学
部
合
同
記
念
祝
賀
会
を
別
途
開

催
す
る
関
係
で
、
総
会
の
み
の
実
施
と
し
た
。

（
２
）
院
友
経
済
会
発
足
60
周
年
、
経
済
学
部
開
設
50
周

年
記
念
祝
賀
会
の
合
同
開
催

・
平
成
28
年
12
月
3
日
（
土
）
院
友
経
済
会
発
足
60
周
年

及
び
経
済
学
部
開
設
50
周
年
記
念
合
同
祝
賀
会
を
、

本
会
及
び
学
部
記
念
事
業
費
と
し
て
100
万
円
を
合
同

祝
賀
会
費
用
と
し
て
支
出
し
、
母
校
渋
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
5
号
館
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し
た
。
参
加
者
は
在
学

生
、
本
会
会
員
、
母
校
教
職
員
な
ど
300
名
を
超
え
、

ま
た
、
当
日
、
併
せ
て
開
催
さ
れ
た
タ
リ
ー
ズ
コ
ー

ヒ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
・
岩
子

良
春
氏
（
経
済
学
科
82
期
）
と
株
式
会
社
銀
座
ル
ノ

ア
ー
ル
代
表
取
締
役
社
長
・
小
宮
山
誠
氏
（
経
済
学

科
105
期
）
に
よ
る
特
別
対
談
は
、
400
名
近
い
入
場
者

が
あ
り
、
正
に
三
身
が
一
体
と
な
っ
た
華
や
か
で
有

意
義
な
一
日
と
な
っ
た
。
開
催
ま
で
に
至
る
過
程
で

は
、
本
会
理
事
会
と
学
部
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組

み
、
相
互
協
力
の
下
で
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
今
後

の
活
動
に
向
け
て
大
き
な
資
産
と
な
っ
た
。

（
３
）
機
関
誌
の
刊
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

・
本
会
の
活
動
の
記
録
に
加
え
、
経
済
学
部
を
中
心
と
し

た
母
校
の
活
動
や
学
生
の
活
躍
な
ど
を
盛
り
込
み
、

２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）
3
月
号
（
Ａ
4
判
フ
ル

カ
ラ
ー
32
頁
）
を
刊
行
し
、
経
済
学
部
卒
業
生
、
新

4
年
生
、
会
員
他
に
配
布
し
た
。

・ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
情
報
の
早
期
提
示
を
心
掛
け
、

総
会
・
懇
親
会
へ
の
申
し
込
み
窓
口
と
す
る
な
ど
、

本
会
の
重
要
な
広
報
手
段
と
し
て
明
確
に
位
置
付
け

て
い
く
よ
う
努
め
た
。
ま
た
、
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
の
リ
ン
ク
に
よ
る
情
報
提
供
に
も
注
力
し
た
。

（
４
）
行
事
等
の
参
加

・
平
成
29
年
5
月
27
日
、
母
校
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
た
全
国
院
友
支
部
長
会
議
、
併
せ
て
母
校
創
立

135
周
年
・
院
友
会
発
足
130
周
年
記
念
事
業
と
し
て
開

催
さ
れ
た
高
円
宮
家
所
蔵
・
根
付
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
特

別
展
（
於
、
母
校
博
物
館
）
に
本
会
も
出
席
し
た
。

例
年
同
時
に
開
催
さ
れ
る
院
友
大
会
は
、
平
成
29
年

10
月
21
日
（
土
）
母
校
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
の

合
同
開
催
と
な
り
、
会
長
が
出
席
し
た
。

・ 

経
済
学
部
開
設
50
周
年
事
業
に
対
し
、
院
友
経
済
会

と
し
て
積
極
的
に
支
援
協
力
を
行
う
と
い
う
方
針
に

基
づ
き
、
以
下
の
記
念
行
事
に
理
事
が
出
席
し
た
。

・
連
続
講
演
会
「
地
方
創
生
」
全
3
回
（
Ｈ
28
／
10
／

8
、
11
／
5
、
Ｈ
29
／
1
／
5
）

・
「
経
済
学
と
い
う
物
語
︱
市
場
・
国
家
・
共
同
体
」
講

師
：
松
井
彰
彦
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授

（
５
）
学
生
支
援
事
業

・
母
校
奨
学
寄
付
金
（
大
規
模
災
害
被
災
学
生
支
援
）
と

し
て
、
前
年
に
引
き
続
き
母
校
に
10
万
円
の
寄
付
を

行
っ
た
。（
平
成
28
年
11
月
26
日
）
こ
の
事
業
は
、
母

校
が
行
っ
て
い
る
学
生
支
援
に
準
じ
て
実
施
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
被
災
学
生
へ
の
支

援
か
ら
始
め
て
、
通
算
6
年
目
と
な
る
。

・ 

基
礎
演
習
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
「
第
3
回
Ｐ

Ｂ
Ｌ
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
國
學
院
」
予
選
会
に
審
査
員

と
し
て
本
会
理
事
4
名
が
参
加
し
、
加
え
て
本
会
よ

り
特
別
賞
、
奨
励
賞
と
し
て
総
額
4
６
、０
０
０
円
分

の
図
書
カ
ー
ド
を
受
賞
者
に
授
与
し
た
。

・ 

第
125
回
卒
業
式
は
、
平
成
29
年
3
月
19
日
に
、
グ
ラ

ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
で
挙
行
さ
れ
大
塚
会

長
が
参
列
し
た
。
卒
業
式
終
了
後
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
経
済
学
部
卒
業
祝
賀
会
に
会
長
並
び
に
理
事

12
名
が
出
席
し
て
祝
意
を
表
し
、
教
員
及
び
新
卒
業

生
と
懇
親
を
図
り
院
友
経
済
会
へ
の
理
解
を
促
し

た
。
な
お
、
祝
賀
会
出
席
に
伴
い
、
3
万
円
を
賛
助

金
と
し
て
学
部
に
贈
呈
し
た
。

・ 

卒
業
祝
賀
行
事
の
中
で
、
学
部
主
催
の
経
済
学
会
懸

賞
論
文
で
最
優
秀
賞
（
1
件
）
及
び
優
秀
賞
（
2

件
）
を
受
賞
し
た
3
名
の
学
生
に
大
塚
会
長
か
ら
表

彰
状
と
褒
賞
金
を
授
与
し
た
。

【
第
二
号
議
案
】

平
成
30
年
度
事
業
計
画

及
び
予
算
案
（
別
表
２
）
承
認
の
件

平成29年度　定例総会（平成28年10月1日から平成29年9月30日まで）

日　時：平成29年11月18日（土）正午
場　所：渋谷キャンパス2103教室
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平成29年度　定例総会事務局だより

　

院
友
経
済
会
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

大
学
・
経
済
学
部
・
在
学
生
・
院
友
会
と
の
相

互
協
力
を
促
進
さ
せ
る
活
動
を
推
進
し
て
い

く
。
主
な
事
業
計
画
（
案
）
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

（
１
）
大
学
及
び
院
友
会
と
の
連
携
協
力

　

大
学
並
び
に
経
済
学
部
、
そ
し
て
院
友
会
と

の
関
係
に
お
い
て
密
接
な
交
流
を
図
る
こ
と
を

基
本
方
針
と
す
る
。
経
済
学
部
、
院
友
会
と
協

力
し
、
院
友
経
済
会
の
発
展
に
つ
な
げ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
さ
せ
て
い
く
。
特
に
経
済
学

部
に
お
け
る
ゼ
ミ
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
の
連
携
を
求
め
て
い
く
。

（
２
）
学
生
支
援
事
業

　

大
学
並
び
に
経
済
学
部
と
連
携
し
、
在
学
生

に
対
す
る
就
職
支
援
と
し
て
、
講
演
会
や
当
会

員
と
の
交
流
の
機
会
を
設
け
る
。
ま
た
、
経
済

学
部
主
催
の
経
済
学
会
懸
賞
論
文
の
最
優
秀

者
、
優
秀
者
の
学
生
へ
の
表
彰
及
び
褒
賞
金
を

継
続
的
に
行
う
と
共
に
、
学
部
授
業
に
お
け
る

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
大
会
な
ど
へ
の
協
賛
を
通
じ
て
、
経
済
学

部
在
学
生
の
学
業
研
鑽
に
対
す
る
直
接
的
支
援

を
広
く
か
つ
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。
卒
業
式

に
お
け
る
祝
賀
会
は
本
会
の
活
動
・
各
種
行
事

へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
る
貴
重
な
機
会
で
あ

り
、
会
長
ほ
か
理
事
が
出
席
し
、
当
会
か
ら
の

祝
意
（
御
祝
金
贈
呈
）
を
示
す
と
共
に
経
済
学

部
新
卒
業
生
と
の
交
流
を
積
極
的
に
図
る
。
ま

た
、
院
友
会
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
在
学

生
へ
の
就
職
支
援
協
力
を
推
進
す
る
。

　

母
校
奨
学
寄
付
金
制
度
へ
の
寄
付
を
通
じ

て
、在
学
生
へ
の
経
済
的
支
援
を
継
続
す
る
が
、

大
学
の
支
援
状
況
も
考
慮
し
な
が
ら
、
会
費
還

元
の
意
味
を
よ
り
強
く
持
つ
よ
う
な
支
援
策
を

検
討
す
る
。

（
参
考
）
東
日
本
・
大
規
模
災
害
学
費
減
免
制

度
適
用
学
生
：
Ｈ
28
年
度
32
名
（
内
経
済
学
部

生
4
名
）、
Ｈ
29
年
度
15
名
（
内
経
済
学
部
生

2
名
）

（
３
）
情
報
発
信
の
強
化

　

毎
年
刊
行
し
て
い
る
機
関
誌
「
院
友
経
済
」

に
つ
い
て
、
次
号
は
平
成
30
年
3
月
の
刊
行
を

予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
を
検
討
し
配
付
対
象
の
見
直
し
を
行
う
こ

と
で
、
印
刷
部
数
の
圧
縮
を
図
り
た
い
。

ま
た
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
会
員

へ
の
最
新
情
報
を
発
信
す
る
重
要
な
広
報
手
段

と
し
て
位
置
付
け
、
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
一
層
の

拡
充
を
図
る
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
に
よ
り
、

会
員
と
本
会
並
び
に
母
校
と
の
相
互
交
流
の
活

発
化
を
促
進
す
る
。

（
４
）
総
会
及
び
懇
親
会
の
開
催

　

こ
こ
数
年
母
校
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
開

催
に
合
わ
せ
総
会
・
懇
親
会
を
設
定
し
て
き
た

が
、
昨
年
開
催
し
た
経
済
学
部
と
の
合
同
記
念

祝
賀
会
を
独
自
日
程
で
実
施
し
た
こ
と
も
あ

り
、
平
成
30
年
度
（
平
成
29
年
秋
）
の
開
催
は

独
自
の
日
程
で
、
本
会
員
の
関
心
を
引
く
独
自

企
画
や
学
部
・
在
学
生
と
の
交
流
を
軸
と
し
た

在
学
生
支
援
に
繋
が
る
企
画
を
積
極
的
に
組
み

込
ん
で
い
く
。
な
お
、
経
済
学
部
及
び
学
生
の

組
織
す
る
学
生
委
員
会
と
の
継
続
性
を
持
っ
た

連
携
を
目
指
し
た
い
。

【
第
三
号
議
案
】

理
事
改
選
に
つ
い
て

　

※
別
表
３
の
と
お
り
承
認
。

（別表3）
平成30年度院友経済会理事・監事名簿

（任期 3 年：平成 29 年 10 月 1 日〜平成 32 年 9 月 30 日）

役職区分 氏　名 卒期　学部

会　長 大塚　　勤  74 政

副会長 間々田恒臣  72 政

副会長 鍋田　英彦  74 政

副会長 加藤　元茂  80 経

常務理事 植松　　正  79 経

常務理事 戸川　二郎  80 経

常務理事 橋本憲市郎＊  88 経

理　事 赤木　　博  66 政

理　事 山 野　彩子  68 政

理　事 谷本　秀男  70 政

理　事 和田　　淳  72 政

理　事 金子　義昭  75 経

理　事 應和　邦昭  76 経

理　事 山田　忠昭  79 経

理　事 山田　　力  79 経 ○新

理　事 林　　和成  80 経 ○新

理　事 坂本真佐人  81 経

理　事 北久保眞道  85 経

理　事 鈴木　錦治  87 経 ○新

理　事 栗山　欽行  91 経 ○新

理　事 東海林孝一＊  91 経

理　事 中村　大介＊  99 経 ○新

理　事 根岸　毅宏＊ 100 経

理　事 服部由季夫 101 経

理　事 古澤　　繁＊ 101 経

理　事 広瀬　健一＊ 109 経

理　事 大矢　英広＊ 114 経

理　事 細井　堯之＊ 115 経 ○新

理　事 鈴木　一匡＊ 118 経

理　事 中沢　竜也＊ 119 経 ○新

監　事 笛田　信一  96 経 ○新

監　事 冨田　尚敬 111 博前経

※院友経済会理事定数は、25 名以上 30 名以内。
　監事は 2 名。
＊→母校勤務者



院友経済 2018　26

平成29年度決算書・平成30年度予算書事務局だより

（別表1）

平成29年度　國學院大學院友経済会決算書

（別表2）

平成30年度　國學院大學院友経済会予算書

【収支決算書】（平成28年10月1日から平成29年9月30日まで）

（平成29年10月1日から平成30年9月30日まで）

【貸借対照表】（平成29年9月30日現在）

収入の部

科　目 平成30年度予算 平成29年度予算 増　減 備　考

入会金収入 1,020,000 1,160,000 -140,000 4年進級時（＠2,000円×510名）徴収分
会 費 収 入 520,000 590,000 -70,000 ＠1,000円×520名（4年進級時510名分及び会員10名分を含む）
終身会費収入 50,000 50,000 0 ＠10,000円×５名
一般寄付金収入 100,000 120,000 -20,000 
特別寄付金収入 150,000 100,000 50,000 懇親会酒肴料、院友会からの助成金
懇親会費収入 200,000 0 200,000 懇親会参加費　＠2,000×100名
受取利息収入 500 1,000 -500 
雑 収 入 60,000 60,000 0 広告掲載料
当年度収入合計 2,100,500 2,081,000 19,500 
前年度より繰越金 2,249,800 2,507,563 -257,763 
合 計 4,350,300 4,588,563 -238,263 

支出の部

科目 平成30年度予算 平成29年度予算 増減 備考

機関誌刊行費支出 600,000 600,000 0 1,600部発行
通信費支出 150,000 150,000 0 総会・懇親会開催案内（院友会報に掲載）、郵券代他
運営費支出 200,000 200,000 0 ホームページ管理料、業務手当他
事務用品支出 100,000 100,000 0 振込用紙・はがき・封筒印刷費他
会議費支出 60,000 60,000 0 理事会開催時の飲物代、交通費
渉外費支出 150,000 150,000 0 慶弔費・卒業祝賀会・就職支援・院友大会助成他
懇親会費支出 500,000 0 500,000 総会当日の懇親会（150名想定）
補助費支出 300,000 300,000 0 学生懸賞論文優秀者褒賞他、学部生への褒賞等
講演会費支出 400,000 0 400,000 スペシャルトークショー謝金
奨学寄付金 200,000 100,000 100,000 大規模災害被災学生支援（國學院大學に寄付）
記念事業費 0 1,000,000 -1,000,000 本会60周年・経済学部50周年記念事業経費（29年度のみ）
翌年度繰越金 1,690,300 1,928,563 -238,263 
合 計 4,350,300 4,588,563 -238,263 

（単位円） （単位円）

収入の部
科　目 平成29年度予算 決　算 差　異 備　考

入会金収入 1,160,000 1,160,000 0 ＠2,000円（4年進級時に580名分徴収）
会 費 収 入 590,000 590,000 0 ＠1,000円（4年進級時に580名分徴収、及び会員10名納入）
終身会費収入 50,000 10,000 40,000 終身会費10,000円（1名納入）　
一般寄付金収入 120,000 83,000 37,000 
特別寄付金収入 100,000 130,000 -30,000 60周年記念祝賀会祝金、懇親会酒肴料
懇親会費収入 0 0 0 総会当日の懇親会費（本会60周年、経済学部50周年記念祝賀会実施）
受取利息収入 1,000 397 603 
雑 収 入 60,000 67,000 -7,000 広告掲載料　
当年度収入合計 2,081,000 2,040,397 40,603 
前年度より繰越金 2,507,563 2,507,563 0 
合 計 4,588,563 4,547,960 40,603 

支出の部
科　目 平成29年度予算 決　算 差　異 備　考

機関誌刊行費支出 600,000 549,891 50,109 1,600部発行
通信費支出 150,000 36,734 113,266 総会開催通知・機関誌等発送郵券代他
運営費支出 200,000 151,304 48,696 ホームページ管理料、業務手当
事務用品支出 100,000 2,600 97,400 事務用品費
会議費支出 60,000 61,517 -1,517 理事会飲物代、学外理事交通費
渉外費支出 150,000 165,114 -15,114 慶弔費・卒業式祝賀会、特別対談講師飲食代
懇親会費支出 0 0 0 本会60周年、経済学部50周年記念祝賀会合同実施
補助費支出 300,000 221,000 79,000 学生懸賞論文優秀者褒賞金　他
講演会費支出 0 0 0  
奨学寄付金 100,000 100,000 0 大規模災害被災学生支援（國學院大學に寄付）
記念事業費 1,000,000 1,000,000 0 本会60周年、経済学部50周年記念事業費
預り金からの振替 0 10,000 -10,000 前年度預り金から終身会費への振替処理
翌年度繰越金 1,928,563 2,249,800 -321,237 
合 計 4,588,563 4,547,960 40,603 

（単位円） （単位円）

備考：
※次期繰越金は、平成29年度　収入合計
（4,547,960円）－支出合計（2,298,160円）
＝収支差額（2,249,800円）となります。

資産の部 負債の部

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

現 金 4 9 , 9 0 5 基 金 5 , 0 0 0 , 0 0 0  

普 通 預 金 2 , 5 3 4 , 8 9 5 ※ 次 期 繰 越 金 2 , 2 4 9 , 8 0 0  

振 替 貯 金 1 6 5 , 0 0 0

定 期 預 金 4 , 5 0 0 , 0 0 0

合 計 7 , 2 4 9 , 8 0 0 合 計 7 , 2 4 9 , 8 0 0  

（単位円）

平成29年度の國學院大學院友経済会の決算について、収支決算書・貸借対照表のとおり報告致します。
　　　　　　　平成29年9月30日 会計担当　　鈴木　一匡　　㊞

決算書のとおり相違ないことを認めます。
　　　　　　　平成29年10月28日 監事　　片桐　二郎　　㊞

監事　　冨田　尚敬　　㊞
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院友経済会終身会費納入者名簿事務局だより

國學院大學　院友経済会終身会費納入者名簿
（平成29年12月31日現在）

（※敬称略）

【終身会費納入のお願い】
　＊終身会費制度…院友経済会では「卒業後20年経過」を資格要件として終身会費の納入をお願いしております。
　＊終身会費 1 万円を納入することにより、終身会員として毎年、機関誌、総会・懇親会の案内状を送付させて頂きます。
　　（終身会員は、年度会費の納入の必要はありません）
　＊平成29年度は、平成 9 年（105期）までに卒業された全ての方が有資格者です。
是非この機会に105期までの方は終身会員になりましょう。
　＊年度会費納入の方で105期までの方は、出来るだけ終身会費に切り替えて頂きますようにお願いいたします。
　＊106期以降（平成10年卒業以降）の方は終身会員の資格がありませんので、会費（年会費1,000円）納入の際にはお間違 
　　えのないようにお願いいたします。
　　（院友経済会内規により、残額は寄付金としての取り扱いとさせて頂きます）

卒期 氏　　　名 氏　　　名 氏　　　名 氏　　　名 氏　　　名 氏　　　名 氏　　　名 氏　　　名 氏　　　名
61 真野　　博 宮城島　厳 島村　　宏 渡辺　正治 赤沼吉太郎 井上　俊彦
62 北條　俊朗 平山　八郎
63 塩野　藤雄 藤田　恒好 鈴木　　太 中島　　稔 小澤　幸宏 永井　伸吉 古庄　繁光 渡辺　皓彦 佐々木光郎

大橋　純子
64 柿沼　　廣 折戸　幸雄 陌間　　修 真貝　義朗 池田　憲重 山田　忠義 木村　俊文 滝嶋　芳郎
65 加藤　良治 木村　安秋 藤崎　昭夫 小倉　光雄 高木　　仁 小倉　昌子 竹内　栄一 今野　隆弘 鵜沢　冬彦

森　　静雄 守屋　明一 関場　孝和 松葉　義孝 綿田　重義 梅村淳之介 赤木　正憲 鈴木　英夫
66 蛯原　　弘 齋藤　壽男 神崎　良治 岩渕　悦雄 赤木　　博 服部　和夫 広瀬　　一 三宅　惟生 山北　　厚

八木　良隆 松澤　泰男 今湊　憲英 五十嵐明迪
67 今井　　亮 新村　貢一 倉本　士誓 住吉　秀雄 中島　　浩 和田美佐男 渡辺　　力 平瀬　據英 藤井　吉春

小山田　亘 中村　一徳 佐子　和満 石井　孝昌 大久保久喜 坂本　俊郎 小野沢公男 島津貴美子 倉田　重信
愛川　正一 榊原　正直

68 榎本　貴雄 金丸　準一 小林　直俊 山野　彩子 草間　順一 信戸　文也 谷　　正幸 大石　盛樹 加藤　　修
村山　武雄

69 東海林和衛 常廣　達徳 新美　進作 安西　利夫 高石　禎夫 岩埜　敬一 佐藤　正剛 浅野　博信 濱島　章平
今井　勇正 酒徳　　誠

70 友野　昭男 上山　武徳 岡田　重幸 北條　章宏 川手　　篤 西村　卓夫 永井　　篤 米本　　勇 望月　　昇
森元　　孝 渡辺　　詮 渡辺　輝昭 吉成　　充 増田　衛一 松本　彰夫 谷本　秀男

71 林　　良彦 堀　　昌勝 大條　修也 安田　邦彦 吉田与一郎 戸次　健三 室田　昭三 廣井　武司 佐藤　信一
72 山田　勝康 斎藤　博美 和田　　淳 鈴木　　宏 水上　照夫 三田村　明 羽中田　進 大熊　橿一 西出　善明

髙阪　盛男 斎藤　義明 斎藤　賢博 中村　威夫 白岩　賢三 田中　克昭 粕谷　弘志 宮澤　正清 間々田恒臣
本明　博文 石沢　正伯 三浦　　顯

73 河原崎　弘 栗延　敬徳 渡辺　　博 長岡　和行 谷山　清成 二宮　和彦 大西　秀機 小口　佳祐 三浦　武士
須田　昌代 森谷　忠晴 石渡　武久 安藤　英明 青木　宏之 近藤　博之 飯野　　穂 村上　功夫 下城　雅之
河野満寿哉 今井　勝利

74 瀬村　浩璽 長谷川哲嘉 神津　秀章 北尾　　徹 佐藤　寿雄 杠　　正吉 松下　吉男 棚橋　鎌次 山崎　　守
小田　征之 宮沢八十八朗 日高　太郎 玉井　浩二 佐納　　毅 宇井　克彦 上田　常雄 五十嵐　正 大塚　　勤
斎藤　朋子 北村　順一 鍋田　英彦 土屋　　平

75 浅野　喜宏 河野禮次郎 福島　英一 開　　國嘉 奥山　政和 金子　義昭 三浦　　侃 岡本　重男 髙木　達夫
76 杉岡　芳夫 小池　　勝 笠原　三郎 青木　敬三 坂入　　益 應和　邦昭
77 大平　和利 伊藤　　忠 佐竹　宏夫 神田　仁司 小島　誠人 加藤　嘉郎 渡辺　　昭
78 荒木　幹光 吉野　弘一 藤田　康雄 大島　文弘 小黒　光司
79 山田　　力 山田　忠昭 林　　邦匡 八木　洋治 田中　唯二 三浦　治郎 前田　　均 植松　　正
80 荒井　啓史 小俣　能範 石川　一廣 林　　和成 戸川　二郎 加藤　元茂
81 坂本真佐人 稲葉　　啓 清水　義一
82 岩切　義治 小林　博行 宮崎　芳光 伊藤　　治 小林　一彦 泉澤　　博
83 寺澤はるか 伊藤　政美 石塚　秀一
84 青木　正子 光部　泰孝
85 北久保眞道
86 荒井　　一 守屋　　努
87 齊藤　悦雄
88 橋本憲市郎
89 松本　　朗
90 斉藤　　覚
92 髙木つぐみ 舟戸　一郎 萩原　　昇
93 高橋　秀明
94 面川　雄司
96 伊藤　晴久 笛田　信一
101 古澤　　繁 坂入　裕一
102 人見　　剛
104 和智　恵一
特 弘田　嘉男 紺井　博則 海野　　潔
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國學院大學院友経済会　会則事務局だより

第
一
章
　
総
　
則

（
名　

称
）

第
一
条　

本
会
は
、
國
學
院
大
學
院
友
経
済
会

　

と
称
す
る
。

（
事
務
所
）

第
二
条　

本
会
は
、
事
務
所
を 

東
京
都
渋
谷

　

区
東
四
丁
目
十
二
番
八
号
國
學
院
大
學
院
友

　

会
館 

内
に
置
く
。

第
二
章
　
目
的
お
よ
び
事
業

（
目　

的
）

第
三
条　

本
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る

　

と
と
も
に
、
母
校
の
発
展
の
た
め
に
協
力
す

　

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事　

業
）

第
四
条　

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る

　

た
め
に
、
院
友
会
本
部
と
密
接
な
連
携
を
保

　

ち
つ
つ
、
次
の
事
業
を
行
う
。

　

一　

会
員
相
互
の
福
祉
共
済
。

　

二　

懇
親
会
の
開
催
。

　

三　

会
員
名
簿
お
よ
び
機
関
誌
、
新
聞
の
発

　
　
　

行
。

　

四　

連
絡
相
談
室
の
開
設
。

　

五　

そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

　
　
　

の
必
要
事
業
。

第
三
章
　
会
　
員

（
会　

員
）

第
五
条　

本
会
の
会
員
は
、次
の
通
り
と
す
る
。

　

一　

正
会
員　

國
學
院
大
學
政
経
学
部
お
よ

　
　
　

び
経
済
学
部
卒
業
生
。

　
　
　

國
學
院
大
學
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修

　
　
　

了
者
お
よ
び
単
位
取
得
満
期
退
学
者
。

　
　
　

上
記
の
学
部
、
大
学
院
に
在
籍
し
た 

　
　
　

も
の
で
理
事
会
が
承
認
し
た
者
。

　

二　

特
別
会
員　

会
長
が
推
薦
し
、
理
事
会

　
　
　

で
承
認
さ
れ
た
者
。

　

三　

名
誉
会
員　

本
会
の
発
展
の
た
め
に
特

　
　
　

に
功
労
が
あ
り
、
理
事
会
の
推
薦
を
経

　
　
　

て
総
会
で
承
認
さ
れ
た
者
。

　

四　

賛
助
会
員　

会
員
の
推
薦
に
よ
り
理
事

　
　
　

会
で
承
認
さ
れ
た
者
。

（
会　

費
）

第
六
条　

本
会
の
正
会
員
は
、
定
め
ら
れ
た
会

　

費
を
毎
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
納
入
し
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章
　
役
　
員

（
役
員
の
種
別
お
よ
び
数
）

第
七
条　

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

　

一　

会　
　

長　

一
名

　

二　

副 
会 

長　

三
名
以
内

　

三　

常
務
理
事　

三
名
以
内

　

四　

理　
　

事　

二
十
五
名
以
上
、
三
十
名

　
　
　
　
　
　
　
　

以
内
（
会
長
、
副
会
長
、

　
　
　
　
　
　
　
　

常
務
理
事
を
含
む
）

　

五　

監　
　

事　

二
名

（
役
員
の
選
任
）

第
八
条　

理
事
及
び
監
事
は
、
総
会
に
お
い
て

　

正
会
員
の
中
か
ら
選
任
す
る
。

2　

理
事
の
互
選
に
よ
り
会
長
、
副
会
長
、
常

　
　

務
理
事
を
選
任
す
る
。

3　

理
事
及
び
監
事
は
、
相
互
に
こ
れ
を
兼
任

　
　

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

4　

役
員
に
欠
員
が
生
じ
た
時
は
、
理
事
会
に

　
　

お
い
て
後
任
者
を
選
出
す
る
こ
と
が
で
き

　
　

る
。
そ
の
際
は
、
次
期
の
総
会
に
お
い
て

　
　

承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
の
二　

経
済
学
部
教
授
会
の
推
薦
に
基

　

づ
き
、
学
部
選
出
の
理
事
一
名
を
置
く
こ
と

　

が
で
き
る
。

（
役
員
の
職
務
）

第
九
条　

役
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
職
務
を
行

　

う
。

　

一　

会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
会
務
を
統
轄

　
　
　

す
る
。

　

二　

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に

　
　
　

事
故
あ
る
と
き
は
そ
の
職
務
を
代
行
す

　
　
　

る
。

　

三　

常
務
理
事
は
、
会
長
の
指
示
に
よ
り
会

　
　
　

務
全
般
を
担
当
す
る
。

　

四　

理
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
会
務
を
処
理

　
　
　

す
る
。

　

五　

監
事
は
、
理
事
の
業
務
執
行
状
況
、
資

　
　
　

産
お
よ
び
会
計
の
監
査
に
当
る
。

（
役
員
の
任
期
）

第
十
条　

役
員
の
任
期
は
三
年
と
す
る
。

2　

役
員
は
任
期
が
終
了
し
て
も
後
任
者
の
就

　
　

任
ま
で
は
、引
き
続
き
そ
の
職
務
を
行
う
。

3　

中
途
で
就
任
し
た
役
員
の
任
期
は
、
前
任

　
　

者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

（
顧　

問
）

第
十
一
条　

本
会
に
、
顧
問
を
置
く
こ
と
が
で

　

き
る
。

2　

顧
問
は
、
理
事
会
の
議
を
経
て
、
会
長
が

　
　

委
嘱
す
る
。

3　

顧
問
は
、
会
長
の
諮
問
に
応
え
、
理
事
会

　
　

に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

　
　

る
。

第
五
章
　
会
　
議

（
会
議
の
種
類
）

第
十
二
条　

本
会
の
会
議
は
、
総
会
・
理
事
会

　

お
よ
び
委
員
会
と
す
る
。

（
総
会
の
種
類
と
招
集
）

第
十
三
条　

総
会
は
、
定
例
総
会
と
臨
時
総
会

　

の
二
種
と
し
、
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

2　

定
例
総
会
は
毎
年
一
回
開
催
し
、
臨
時
総

　
　

会
は
必
要
に
応
じ
て
開
催
す
る
。

（
総
会
の
権
限
）

第
十
四
条　

次
の
事
項
は
、
総
会
の
議
決
を
得

　

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

収
支
決
算
お
よ
び
事
業
報
告

　

二　

収
支
予
算
お
よ
び
事
業
計
画

　

三　

役
員
の
改
選

　

四　

そ
の
他
重
要
事
項

（
総
会
の
議
長
）

第
十
五
条　

総
会
の
議
長
は
、
出
席
正
会
員
の

　

中
か
ら
選
出
す
る
。

（
議　

事
）

第
十
六
条　

議
事
は
、
出
席
正
会
員
の
過
半
数

　

に
よ
り
決
定
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
議
長

　

が
こ
れ
を
決
す
る
。

2　

会
則
の
改
廃
は
、
総
会
出
席
正
会
員
の
三

　
　

分
の
二
以
上
の
賛
成
を
要
す
る
。

（
理
事
会
）

第
十
七
条　

理
事
会
は
、
会
長
・
副
会
長
お
よ

　

び
理
事
で
構
成
し
、
必
要
に
応
じ
て
会
長
が

　

こ
れ
を
招
集
す
る
。

2　

会
長
は
理
事
会
の
議
長
と
な
り
会
議
を
主

　
　

宰
す
る
。

3　

予
算
お
よ
び
決
算
は
理
事
会
の
議
決
を
要

　
　

す
る
も
の
と
し
、
決
算
に
つ
い
て
は
監
事

　
　

の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

4　

予
算
お
よ
び
決
算
は
機
関
誌
に
掲
載
発
表

　
　

す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
員
へ
の
報
告
に
代

　
　

え
る
も
の
と
す
る
。

（
理
事
会
の
審
議
事
項
）

第
十
八
条　

理
事
会
の
審
議
事
項
は
、
次
の
と

　

お
り
と
す
る
。

　

一　

事
業
の
執
行
に
関
す
る
事
項

　

二　

財
産
管
理
に
関
す
る
事
項

　

三　

総
会
の
議
決
に
よ
り
委
任
さ
れ
た
事
項

　

四　

総
会
に
提
出
す
る
議
案
に
関
す
る
事
項

　

五　

こ
の
会
則
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な

　
　
　

規
則
の
制
定
ま
た
は
改
廃
に
関
す
る
事

　
　
　

項

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会
　
会
則
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六　

そ
の
他
会
務
の
運
営
に
必
要
な
事
項

（
委
員
会
）

第
十
九
条　

会
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、

　

委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

委
員
は
、理
事
の
中
か
ら
会
長
が
指
名
す
る
。

第
六
章
　
資
産
お
よ
び
会
計

（
資　

産
）

第
二
十
条　

本
会
の
資
産
は
、
次
の
通
り
と
す

　

る
。

　

一　

会　

費

　

二　

寄
付
金

　

三　

そ
の
他
の
収
入
（
広
告
収
入
他
）

（
資
産
の
管
理
）

第
二
十
一
条　

本
会
の
資
産
は
、
会
長
が
こ
れ

　

を
管
理
す
る
。

（
経
費
の
支
弁
）

第
二
十
二
条　

本
会
の
経
費
は
、
資
産
を
も
っ

　

て
支
弁
す
る
。

（
会
計
年
度
）

第
二
十
三
条　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
十

　

月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
の
九
月
三
十
日
に
終

　

る
。

第
七
章
　
雑
　
則

第
二
十
四
条　

本
会
は
、
一
般
財
団
法
人
國
學

　

院
大
學
院
友
会
の
協
力
団
体
と
す
る
。

第
二
十
五
条　

こ
の
会
則
に
つ
い
て
の
細
則 

　

は
、
理
事
会
で
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

附
則　

平
成
十
三
年
度
の
会
計
年
度
は
、
十
三

　

年
一
月
一
日
に
始
ま
り
九
月
三
十
日
に
終
る

　

も
の
と
す
る
。

制　

定　

昭
和
三
十
年
十
二
月
十
一
日

改　

定　

昭
和
三
十
二
年
九
月
二
十
二
日

昭
和
三
十
二
年
十
一
月
十
日

昭
和
三
十
七
年
二
月
十
八
日

昭
和
四
十
年
七
月
十
日

昭
和
四
十
六
年
五
月
三
十
日

昭
和
四
十
七
年
五
月
二
十
一
日

昭
和
五
十
年
六
月
一
日

昭
和
五
十
八
年
十
一
月
二
十
三
日

昭
和
六
十
年
十
一
月
二
日

昭
和
六
十
三
年
十
一
月
二
十
三
日

平
成
二
年
十
一
月
十
七
日

平
成
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日

平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
二
日

平
成
二
十
六
年
十
月
十
八
日

平
成
二
十
七
年
十
月
十
七
日

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会
　
細
則

制　

定　

昭
和
五
十
年
六
月
一
日

改　

定　

平
成
元
年
五
月
十
八
日

改　

定　

平
成
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日

改　

定　

平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日

一
、
こ
の
細
則
は
、
國
學
院
大
學
院
友
経
済
会

　

会
則
第
二
十
五
条
に
基
づ
き
定
め
る
。

二
、
会
費
は
次
の
五
種
類
と
す
る
。

　

①　

入
会
金
、
二
千
円
。

　

②　

年
度
会
費
、
一
千
円
。

　

③　

終
身
会
費
、
一
万
円
（
納
入
資
格
は
卒

　
　
　

業
後
二
十
年
を
経
過
し
た
者
）。

　

④　

賛
助
会
員
の
会
費
、
年
額
一
万
円
。

　

⑤　

懇
親
会
費
、
そ
の
都
度
定
め
る
。

三
、
本
会
の
連
絡
事
務
所
を
左
記
に
置
く
。

　

國
學
院
大
學
院
友
会
館

　
（
電
話
）
〇
三
・
三
四
〇
〇
・
七
七
八
一

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会
　
内
規

　（
会
則
第
十
八
条
第
一
項
第
五
号
）

制　

定　

平
成
十
七
年
九
月
二
日

改　

定　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
二
日

第
一
条　

こ
の
内
規
は
、
本
会
業
務
の
実
施
に

　

つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
あ 

　

る
。

第
二
条　

こ
の
内
規
は
、
國
學
院
大
學
院
友
経

　

済
会
会
則
に
基
づ
き
、
事
業
計
画
及
び
そ
の

　

財
政
状
態
を
正
確
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、

　

本
会
業
務
の
効
率
的
な
運
営
を
図
る
こ
と
を

　

目
的
と
す
る
。

第
三
条　

事
務
の
分
掌
並
び
に
そ
の
業
務
手
当

　

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
定
め
る
も
の
と
す

　

る
。

一
、
総
務

1　

会
員
名
簿
の
整
備

　

会
員
よ
り
提
出
の
あ
っ
た
資
料
に
基
づ
き
、

氏
名
・
卒
期
・
連
絡
先
を
記
載
し
た
名
簿
を
整

備
す
る
。

2　

理
事
会
開
催
の
日
程
調
整
・
招
集
通
知
・

出
欠
取
り
纏
め

3　

理
事
会
議
事
に
係
る
資
料
作
成

4　

理
事
会
・
総
会
の
議
事
録
作
成
及
び
記
録

5　

そ
の
他
総
務
に
関
す
る
事
項

二
、
経
理

1　

会
計
帳
簿
の
記
帳

　

会
計
帳
簿
は
、
主
要
簿
と
仕
訳
帳
と
す
る
。

　

仕
訳
帳
は
、
会
計
伝
票
を
も
っ
て
こ
れ
に
代

え
る
。

　

会
計
伝
票
に
は
、
勘
定
科
目
・
取
引
年
月

日
・
数
量
・
金
額
・
相
手
方
等
、
取
引
内
容
を

簡
単
且
つ
明
瞭
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

2　

証
憑
書
類
の
整
備

　

証
憑
書
類
と
は
、
会
計
伝
票
の
正
当
性
を
立

証
す
る
書
類
を
言
い
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
言

う
。

　

①　

請
求
書

　

②　

領
収
書

　

③　

証
明
書
・
納
品
書
・
送
り
状

　

④　

各
種
計
算
書

　

⑤　

契
約
書
・
覚
書

　

⑥　

そ
の
他
取
引
を
裏
付
け
る
書
類

3　

予
算

　

①　

事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
案
は
、
毎

　
　
　

会
計
年
度
開
始
前
に
執
行
部
で
検
討 

　
　
　

し
、
経
理
担
当
者
が
取
り
纏
め
会
長
に

　
　
　

提
出
す
る
。

　

②　

会
長
は
、
速
や
か
に
理
事
会
の
承
認
を

　
　
　

経
て
、
定
例
総
会
の
承
認
を
得
な
け
れ

　
　
　

ば
な
ら
な
い
。

　

③　

予
算
執
行
責
任
者
は
、
会
長
と
す
る
。

　

④　

印
鑑
の
保
管
は
会
長
と
し
、
預
金
通
帳

　
　
　

の
保
管
は
経
理
担
当
者
と
す
る
。但
し
、

　
　
　

代
理
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
広
報

1　

広
報
の
業
務
は
次
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、

編
集
長
一
名
、
副
編
集
長
及
び
編
集
委
員
を
若

干
名
置
く
。

　

①　

広
報
活
動
に
関
す
る
こ
と
。

　

②　

機
関
誌
の
発
行
に
関
す
る
こ
と
。

四
、
交
通
費
及
び
業
務
手
当
の
支
給

１　

理
事
会
出
席
者
に
つ
い
て
、
出
席
に
応
じ

て
交
通
費
を
支
給
す
る
。
交
通
費
の
支
給
方

法
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
。

２　

総
務
、
経
理
、
広
報
担
当
者
に
対
し
、
当

該
年
度
の
七
月
と
十
二
月
に
業
務
手
当
と

し
て
一
人
金
五
千
円
を
支
給
す
る
。

3　

特
別
の
業
務
に
従
事
し
た
者
に
つ
い
て

は
、
会
長
が
判
断
し
、
必
要
な
金
額
を
支
払

う
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条　

本
内
規
の
改
廃
は
、
理
事
会
の
議
を

　

経
て
行
う
も
の
と
す
る
。

附
則　

こ
の
内
規
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日

　

か
ら
施
行
す
る
。

附
則　

こ
の
内
規
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。
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会 長 廣　井　武　司
（経済学部 71 期）

代表取締役社長 木　村　公　成
（経済学部 92 期）

『京寿々』
tel: 03-6673-4033
〒 106-0045　東京都港区麻布十番 1-9-3
URL:www.kyosuzu.jp

《院友関係者は優遇有り》

三和機材株式会社

取 締 役 会 長　金　子　義　昭
（経済学部75期・院友経済会理事）

代表取締役社長　金　子　竜太郎

本　　社　〒108-0075　東京都港区港南4-2-32

TEL　03-3474-7131

横浜支店　〒223-0057　横浜市港北区新羽町564

TEL　045-900-2000

管工機材・住宅設備機器商社

建築設備設計・施工・コンサルタント

グループ会社　株式会社エスティ（電気工事）

＊創立50周年
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安産祈願・厄除祈願・家内安全・商売繁昌・心願成就

成人奉告・交通安全・学業成就　等諸祈願祭随時受付
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会
　
長
　
大
　
塚
　
　
勤

（
七
四
期
）

■院友経済会機関誌『院友経済』広告掲載のお願い■

毎年発行しております院友経済会機関誌『院友経済』において、皆様
からの広告を募集しております。個人の名刺広告からお勤め先の企業広
告まで広く扱っておりますので、是非掲載のご協力をお願い申しあげま
す。ご希望の方は下記の要領でお申し込みください。

◆広告規格および掲載料

規　　格 会　員 非会員
A 表 2（表紙裏） 50,000円 70,000円

B 表 3（裏表紙裏） 30,000円 50,000円

C 表 4（裏表紙） 40,000円 60,000円

D 1 ページ 20,000円 40,000円

E 2 分の 1 ページ 10,000円 20,000円

F 4 分の 1 ページ 5,000円 10,000円

G 16分の 1 ページ（名刺広告） 1,000円 3,000円

◆申し込み方法
※別紙申込書に希望する規格他必要事項を記入の上、お送りください。
　ご指定の掲載原稿（版下）がございましたら申込書に添えて下記ま

で送付ください。メールでのお申し込みの際は、メールの件名には
必ず「院友経済広告申し込み」と入力し、申込書に記載されており
ます必要事項をお知らせください。

※なお、掲載原稿がない場合は、別途相談に応じます。
※掲載ページにつきましては、編集上の都合によりご希望に添えない

場合もありますので、あらかじめご了承ください。

◆広告掲載料につきましては、機関誌発行後にご請求申しあげます。

◆送付先・お問い合わせ
〒150－8440　東京都渋谷区東 4 －10－28
國學院大學　役員室内　　橋本　憲市郎
TEL 03－5466－0103　FAX 03－5466－0180
E-mail　kenichiro@kokugakuin.ac.jp

常
務
理
事
　
橋
　
本
　
憲
市
郎

（
八
八
期
）

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会

副
会
長
　
鍋
　
田
　
英
　
彦

（
七
四
期
）

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会

理
　
事
　
赤
　
木
　
　
　
博

（
六
六
期
）

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会

理
　
事
　
坂
　
本
　
真
佐
人

（
八
一
期
）

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会

副
会
長
　
加
　
藤
　
元
　
茂

（
八
〇
期
）

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会

常
務
理
事
　
植
　
松
　
　
　
正

（
七
九
期
）

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会

常
務
理
事
　
戸
　
川
　
二
　
郎

（
八
〇
期
）

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会

（
七
二
期
）

副
会
長

顧
　
問
　
青
　
木
　
宏
　
之

（
七
三
期
）

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会

◇ 原稿募集 ◇
　次号に向けて、随想、近況報告、
ゼミの思い出、同窓会の集まり、
趣味の紹介など、なんでも結構で
すので、ぜひ原稿をお寄せ下さい。

◆原稿字数
①1500字程度（ 1 頁）　
②3600宇程度（ 2 頁）
※ プロフィール、顔写真、投稿

内容に沿った関連写真もご提
供下さい。

◆募集期間

毎年12月末まで随時受け付けます。



◆
当
会
理
事
会
が
昨
年
9
月
末
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
り
、
11
月
の
総
会
で
改
選
さ
れ
ま
し

た
。
長
く
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
お
二
人
が
退
任

さ
れ
、
ま
た
母
校
職
員
に
よ
る
学
内
理
事
の
交

代
も
含
め
て
、
新
た
に
７
名
の
理
事
が
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
他
監
事
も
お
一
人
交
代
さ

れ
ま
し
た
。
会
長
に
は
大
塚
会
長
が
引
き
続
き

就
任
さ
れ
、
こ
の
30
年
度
か
ら
新
体
制
で
当
会

の
運
営
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
近
年
の
活
動
内
容

に
つ
い
て
、当
誌
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◆
当
会
の
活
動
計
画
の
中
で
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
“
連
携
”
が
頻
繁
に
登
場
し
ま
す
。「
母

校
と
の
連
携
」「
院
友
会
と
の
連
携
」「
学
部
と

の
連
携
」「
在
学
生
と
の
連
携
」「
ゼ
ミ
と
の
連

携
」「
地
域
と
の
連
携
」
等
々
様
々
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
全
て
は
経
済
学
部
出
身
で
組
織
さ
れ

る
院
友
経
済
会
会
員
同
士
が
一
人
で
も
多
く
つ

な
が
り
を
持
つ
た
め
の
仕
掛
け
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
一
つ
一
つ
の
点
が
つ
な
が
る
こ
と
で
線

と
な
り
、
そ
れ
ら
が
結
び
付
き
合
っ
て
無
数
の

網
の
目
の
よ
う
に
つ
な
が
り
、
大
き
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
、
今
そ
の
こ
と
を
強
く
再

認
識
し
な
が
ら
当
会
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
◆
最
近
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及

編集後記事務局だより

編
集
後
記

で
瞬
間
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
情

報
が
行
き
交
う
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
瞬
間

的
に
集
合
し
た
人
た
ち
は
再
び
瞬
間
的
に
解
散

し
て
い
く
、そ
ん
な
場
面
を
多
く
目
に
し
ま
す
。

最
小
限
の
労
力
で
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
、
手
段

的
に
は
実
に
効
果
的
で
あ
る
こ
と
は
否
定
の
余

地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
情
報
発
信
の
手
段
と
し
て

は
大
い
に
利
用
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
が
、
集
ま
っ
た
方
々
が
長
く
継
続
的
に
つ

な
が
り
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
コ
ン
テ

ン
ツ
作
り
が
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
◆
昨
年

開
催
し
ま
し
た
院
友
で
元
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー

ン
ズ
投
手
・
渡
辺
俊
介
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
、
期
待
ど
お
り

の
素
晴
ら
し
い
内
容
に
個
人
的
に
も
感
動
を
覚

え
ま
し
た
。
か
つ
て
Ｗ
Ｂ
Ｃ
国
内
予
選
の
対
韓

国
戦
を
東
京
ド
ー
ム
で
観
戦
し
、
リ
リ
ー
フ
で

彼
が
登
場
し
た
時
の
鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど
の
興
奮

は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
の
内
容
は
当
誌
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

少
し
で
も
彼
の
強
さ
、
人
柄
が
伝
わ
れ
ば
幸
い

で
す
。

編
集
子

平成30年度総会・懇親会について
　今秋10月または11月開催の予定で検討中ですが、詳細が決まりましたら「院友会報」及び院友経済
会ホームページ（下記アドレス）等でお知らせいたします。経済学部専任教員を始め、退職された名
誉教授にもご案内をいたしますので、ゼミOB会の機会として、ぜひお誘いあわせの上、ご参集い
ただきますようお願い申し上げます。

http://ｗｗｗ２．ｋｏｋｕｇａｋｕｉｎ．ａｃ．ｊｐ/ｉｎｙｕ－ｅｃｏｎｏｍｉｃｓ/




